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全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
で
は
、

主
要
事
業
で
あ
る
「
大
刀
剣
市
」
を

来
る
十
一
月
十
九
～
二
十
一
日
の
三

日
間
、
東
京
美
術
倶
楽
部
に
お
い
て

開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
理
事
・

監
事
全
員
で
構
成
す
る
大
刀
剣
市
実

行
委
員
会
に
て
鋭
意
、
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
熟
考
審
議
の
結
果
、
実
施
が
不

可
能
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
十
一
月
の
開
催
を
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
い
最
大
の
理
由
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
万
全
な
感
染

対
策
を
実
施
で
き
る
見
通
し
が
立
た

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
実
行
委
員
会
で
は
、
開
催
に
当
た

り
最
低
限
こ
れ
だ
け
は
徹
底
順
守
し

て
い
た
だ
く
対
策
案
を
立
て
ま
し

た
。
以
下
に
事
前
の
対
策
と
、
開
催

見
合
わ
せ
の
理
由
を
記
し
ま
す
。

　
来
場
者
に
対
し
て
は
、

①�

検
温
、
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク
着

用
、
組
合
が
毎
日
配
布
す
る
手
袋

着
用
（
お
帰
り
の
際
に
は
蓋
付
き

ご
み
箱
に
廃
棄
す
る
）

②�

会
場
内
の
特
定
の
場
所
や
休
憩
所

が
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
人
数

な
ど
の
配
分
・
制
限
を
行
う
べ

く
、
出
店
者
全
員
が
交
代
で
見
回

り
を
実
施
し
、
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

取
る
こ
と
を
お
願
い
す
る

③�

入
場
受
付
を
二
カ
所
に
分
け
、
三

階
を
前
売
り
券
所
持
者
、
四
階
を

当
日
券
購
入
者
の
そ
れ
ぞ
れ
専
用

と
し
、
駐
車
場
か
ら
の
入
場
者
に

対
し
て
は
人
員
を
配
置
し
監
視
す

る
　
一
方
、
出
店
組
合
員
に
対
し
て

は
、

①�

搬
入
や
手
伝
い
の
人
員
を
含
め
販

売
等
に
従
事
す
る
組
合
員
や
家

族
、
従
業
員
は
、
搬
入
等
で
入
場

す
る
三
十
分
前
に
、
あ
ら
か
じ
め

組
合
が
購
入
し
必
要
数
を
出
店
者

に
配
布
す
る
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を

使
用
し
、
陰
性
で
あ
る
こ
と
を
確

認
の
上
で
入
場
す
る
。
さ
ら
に
、

開
催
初
日
の
開
店
三
十
分
前
に
同

様
の
抗
原
検
査
を
行
い
、
陰
性
を

確
認
し
て
営
業
を
開
始
す
る
。

　
検
査
結
果
が
陽
性
の
場
合
は
、
そ

の
本
人
は
入
場
で
き
な
い
。
そ
の
店

舗
の
従
事
者
全
員
が
陽
性
の
場
合
は

そ
の
ブ
ー
ス
は
閉
鎖
と
し
、
出
店
料

は
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
抗
原
検

査
で
陽
性
が
出
て
も
、
あ
ら
た
め
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
て
陰
性
の
証
明

が
得
ら
れ
れ
ば
こ
の
限
り
で
は
な
い

（
こ
の
出
店
規
定
は
、
東
京
美
術
倶

楽
部
で
十
月
十
五
日
か
ら
プ
レ

ビ
ュ
ー
日
を
含
め
四
日
間
開
催
さ
れ

る
「
東
美
特
別
展
」
の
出
店
者
に
求

め
ら
れ
る
も
の
に
準
じ
て
い
る
）

②�

コ
ロ
ナ
禍
の
開
催
に
は
例
年
以
上

の
人
員
と
費
用
を
負
担
す
る
こ
と

と
な
る
。
そ
の
内
訳
は
、

・
入
り
口
が
二
カ
所
あ
る

・�

密
の
回
避
や
、
マ
ス
ク
や
手
袋
着

用
の
徹
底
の
た
め
の
見
回
り
、
声

掛
け
が
必
要

・�

地
下
駐
車
場
や
貨
物
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
か
ら
の
出
入
の
監
視

・�

並
行
し
て
、
理
事
は
交
代
で
お
宝

鑑
定
作
業
に
従
事

・�

警
備
会
社
に
増
員
要
請
を
す
る

と
、
現
行
五
人
五
十
万
円
の
費
用

が
増
額
と
な
る

　
以
上
の
対
策
を
取
る
と
な
る
と
、

実
行
委
員
会
だ
け
で
は
人
員
が
足
り

な
い
た
め
、
出
店
者
全
員
が
交
代
制

で
業
務
の
負
担
を
お
願
い
せ
ざ
る
を

得
ず
、
皆
さ
ま
に
ご
理
解
を
頂
い
た

上
で
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
確
実
に
実

行
で
き
る
こ
と
が
開
催
の
条
件
で
し

た
。
ど
の
よ
う
な
対
策
を
立
て
て
も

完
全
に
感
染
を
防
げ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
政
府
認
可
の
組
合
と

し
て
は
、
せ
め
て
同
じ
会
場
で
行
わ

れ
る
他
の
展
示
会
と
同
じ
レ
ベ
ル
で

の
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
開
催
を
目

指
し
、
常
務
理
事
会
や
実
行
委
員
会

で
は
そ
の
実
現
性
を
中
心
に
議
論
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
自
主
平
等
が
原
則

の
組
合
に
は
強
制
力
が
無
く
、
ど
の

よ
う
な
取
り
決
め
も
完
全
に
は
実
施

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に

よ
り
、
現
在
の
よ
う
な
完
全
な
感
染

対
策
を
行
う
こ
と
が
条
件
で
あ
る
こ

の
時
期
の
開
催
は
見
送
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
開
催
を
見
合
わ
せ
る
に
至
っ
た
具

体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
出
店
者
の

負
担
が
増
え
る
こ
と
の
ほ
か
、
実
行

委
員
会
や
理
事
会
は
取
り
決
め
を
守

る
よ
う
に
お
願
い
す
る
こ
と
は
で
き

て
も
、
同
じ
美
術
倶
楽
部
を
会
場
と

し
て
開
催
す
る
他
の
展
示
会
の
よ
う

に
違
反
者
に
閉
鎖
や
退
場
を
命
じ
る

権
限
は
無
く
、
あ
く
ま
で
も
性
善
説

に
基
づ
い
て
、
自
主
性
を
重
ん
じ
る

こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
任
意
団
体
や
株
式
会
社

で
あ
れ
ば
、
実
行
責
任
者
が
非
常
時

に
お
い
て
は
強
い
措
置
を
決
定
し
、

出
店
者
に
出
店
規
約
を
守
る
よ
う
誓

約
書
を
求
め
る
こ
と
も
可
能
で
す

が
、
全
員
平
等
の
組
合
で
は
指
導
権

限
も
強
制
力
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
不
徹
底
の
下
で
開
催

し
、
万
一
感
染
拡
大
の
要
因
と
な
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
多
方
面
へ

の
影
響
だ
け
で
な
く
、
次
回
の
開
催

さ
え
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
の
購
入
費
等
の
感
染
対

策
費
の
増
加
は
、
財
政
面
で
の
圧
迫

も
予
想
さ
れ
ま
す
。
増
額
分
を
出
店

者
の
負
担
と
す
る
か
、
も
し
く
は
組

合
負
担
と
す
れ
ば
、
出
店
し
な
い
百

余
名
の
組
合
員
の
賦
課
金
か
ら
の
出

費
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
九
月

二
十
八
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
委

任
状
一
名
を
含
め
十
五
名
の
出
席
理

事
全
会
一
致
に
て
開
催
を
見
送
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
開
催
し
な
か
っ

た
こ
と
に
対
す
る
非
難
は
い
か
よ
う

に
も
甘
ん
じ
て
受
け
入
れ
る
所
存
で

す
。
そ
れ
よ
り
も
、
ご
来
場
者
や
出

店
者
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
へ
の
感
染

リ
ス
ク
を
無
く
す
る
こ
と
を
選
択
い

た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
延
期
す
る
と
す
れ
ば
代
替

案
と
し
て
、
会
場
と
な
る
東
京
美
術

倶
楽
部
の
空
室
状
況
や
、
政
府
の
方

針
、
今
後
の
感
染
者
数
の
収
束
状
況

な
ど
を
見
計
り
な
が
ら
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
、
理
事
会
、
実
行
委
員
会

で
は
さ
ら
に
審
議
を
重
ね
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
九
月
三
十
日
現
在
、
集
団

感
染
を
懸
念
し
て
の
出
店
辞
退
一
店

舗
、
出
店
再
検
討
中
三
店
舗
の
報
告

を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の

店
舗
を
含
め
既
に
ウ
ェ
ブ
上
で
は
商

品
紹
介
の
用
意
が
整
い
つ
つ
あ
り
、

公
開
さ
れ
れ
ば
お
客
さ
ま
か
ら
各
店

に
商
品
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
大
刀
剣
市
同
様
の
対

応
で
ご
商
売
に
繋
げ
て
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
、
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
に
と
ぞ
今
日
の
状
況
を
ご
賢
察

の
上
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
本
稿
は
九
月
三
十
日
付
で
大
刀
剣
市
出

店
予
定
者
に
送
付
し
た
も
の
で
す
）

美
術
刀
剣
、
小
道
具
、
武
具
類
の

売
買
、
加
工
及
び
御
相
談
承
り
ま
す

大
阪
市
中
央
区
日
本
橋
二
–
七
–
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
六
–
六
六
三
一
–
二
二
一
○

Ｆ
Ａ
Ｘ

　○
六
–
六
六
四
四
–
五
四
六
四

刀
剣
古
美
術

三
峯
美
術
店

埼
玉
県
秩
父
市
野
坂
町
一
–
十
六
–
二

西
武
秩
父
駅
連
絡
通
路 

町
久
ビ
ル
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
四
九
四
–
二
三
–
三
○
六
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 町
田 

久
雄

土肥豊久・土肥富康

〒940-0088 新潟県長岡市柏町1-2-16
TEL 0258-33-8510
FAX 0258-33-8511

http://wakeidou.com/

刀剣・書画・骨董

連絡先 090-8845-2222

www.premi.co.jp

代表者　髙 島 吉 童

古名刀から現代刀、御刀のことならお任せください！

東京都北区滝野川７-16-６
TEL 03-5394-1118
FAX 03-5394-1116

〒104-0061 東京都中央区銀座６-７-16
　　　　　岩月ビル２階

㈱銀座泰文堂 　代表  川 島 貴 敏

TEL 03-3289-1366
FAX 03-3289-1367

http://www.taibundo.com

泰文堂
銀座日本刀ミュージアム 美

術
刀
剣
、
小
道
具
、
武
具
類
の

売
買
、
加
工
及
び
御
相
談
承
り
ま
す

大
阪
市
中
央
区
日
本
橋
二
–
七
–
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
六
–
六
六
三
一
–
二
二
一
○

Ｆ
Ａ
Ｘ

　○
六
–
六
六
四
四
–
五
四
六
四

刀
剣
古
美
術

三
峯
美
術
店

埼
玉
県
秩
父
市
野
坂
町
一
–
十
六
–
二

西
武
秩
父
駅
連
絡
通
路 

町
久
ビ
ル
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
四
九
四
–
二
三
–
三
○
六
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 町
田 

久
雄

土肥豊久・土肥富康

〒940-0088 新潟県長岡市柏町1-2-16
TEL 0258-33-8510
FAX 0258-33-8511

http://wakeidou.com/

刀剣・書画・骨董

連絡先 090-8845-2222

www.premi.co.jp

代表者　髙 島 吉 童

古名刀から現代刀、御刀のことならお任せください！

東京都北区滝野川７-16-６
TEL 03-5394-1118
FAX 03-5394-1116

〒104-0061 東京都中央区銀座６-７-16
　　　　　岩月ビル２階

㈱銀座泰文堂 　代表  川 島 貴 敏

TEL 03-3289-1366
FAX 03-3289-1367

http://www.taibundo.com

泰文堂
銀座日本刀ミュージアム 美

術
刀
剣
、
小
道
具
、
武
具
類
の

売
買
、
加
工
及
び
御
相
談
承
り
ま
す

大
阪
市
中
央
区
日
本
橋
二
–
七
–
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
六
–
六
六
三
一
–
二
二
一
○

Ｆ
Ａ
Ｘ

　○
六
–
六
六
四
四
–
五
四
六
四

刀
剣
古
美
術

三
峯
美
術
店

埼
玉
県
秩
父
市
野
坂
町
一
–
十
六
–
二

西
武
秩
父
駅
連
絡
通
路 

町
久
ビ
ル
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
四
九
四
–
二
三
–
三
○
六
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 町
田 

久
雄

土肥豊久・土肥富康

〒940-0088 新潟県長岡市柏町1-2-16
TEL 0258-33-8510
FAX 0258-33-8511

http://wakeidou.com/

刀剣・書画・骨董

連絡先 090-8845-2222

www.premi.co.jp

代表者　髙 島 吉 童

古名刀から現代刀、御刀のことならお任せください！

東京都北区滝野川７-16-６
TEL 03-5394-1118
FAX 03-5394-1116

〒104-0061 東京都中央区銀座６-７-16
　　　　　岩月ビル２階

㈱銀座泰文堂 　代表  川 島 貴 敏

TEL 03-3289-1366
FAX 03-3289-1367

http://www.taibundo.com

泰文堂
銀座日本刀ミュージアム古

銭·

切
手·

刀
剣
　売
買
　評
価
鑑
定

㈱
城
南
堂
古
美
術
店

〒
１
５
３
–
０
０
５
１

東
京
都
目
黒
区
上
目
黒
四
–
三
一
–
一
○

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
三
–
三
七
一
○
–
六
七
七
六

　
　
　
　○
九
○
–
三
二
○
八
–
九
六
一
二

Ｆ
Ａ
Ｘ

　○
三
–
三
七
一
○
–
六
七
七
七

代
表田
中 

勝
憲

「
大
刀
剣
市
」開
催
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�

全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合�

理
事
長

　深 

海  

信 

彦
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
中
の
七
月

二
十
九
日
、
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術

刀
剣
保
存
協
会
（
酒
井
忠
久
会
長
）
の

「
現
代
刀
職
展
」
表
彰
式
が
、
第
一
ホ

テ
ル
両
国
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
来
賓
と
し
て
高
村
正
彦
元

外
務
大
臣
（
日
刀
保
名
誉
顧
問
）、
甘

利
明
衆
議
院
議
員
（「
刀
剣
・
和
鉄
文

化
を
保
存
振
興
す
る
議
員
連
盟
」
共
同

代
表
）、
文
化
庁
・
鍋
島
豊
文
化
財
第

一
課
課
長
、
当
組
合
の
深
海
信
彦
理
事

長
の
お
三
方
が
臨
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
午
後
一
時
半
か
ら
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
初
め
に
酒
井
会
長
か
ら
、

刀
剣
文
化
を
支
え
る
伝
統
技
術
の
保
護

と
普
及
、
啓
蒙
と
い
う
公
益
活
動
と
し

て
の
新
作
展
で
あ
る
と
の
講
話
と
挨
拶

が
あ
り
、
続
い
て
甘
利
衆
議
院
議
員
と

文
化
庁
の
鍋
島
課
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
、
表
彰
式
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　
特
賞
で
は
ま
ず
作
刀
の
太
刀
の
部
よ

り
、
高
松
宮
記
念
賞
を
受
賞
し
た
滋
賀

県
の
北
川
哲
士
さ
ん
に
、
賞
状
と
記
念

品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
続
く
薫
山
賞

は
熊
本
県
の
北
村
光
宏
さ
ん
が
、
寒
山

賞
は
愛
媛
県
の
藤
田
宗
久
さ
ん
が
、
日

本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
会
長
賞
は
福
井

県
の
森
國
利
文
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

を
果
た
し
、
賞
状
と
賞
杯
と
賞
金
、
玉

鋼
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
じ
く
短
刀
・
剣
の
部
で
は
、
薫
山

賞
を
千
葉
県
の
山
下
浩
郎
さ
ん
が
、
寒

山
賞
を
栃
木
県
の
加
藤
政
也
さ
ん
が
受

賞
し
ま
し
た
。

　
研
磨
の
鎬
造
の
部
で
は
、
特
賞
の
木

屋
賞
に
兵
庫
県
の
井
上
聡
さ
ん
、
竹
屋

賞
に
千
葉
県
の
小
川
和
比
古
さ
ん
、
千

葉
賞
に
岩
手
県
の
菊
池
真
修
さ
ん
、
薫

山
賞
に
東
京
都
の
神
山
貴
恵
さ
ん
、
寒

山
賞
に
栃
木
県
の
枝
松
孝
治
さ
ん
、
日

本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
会
長
賞
に
鳥
取

県
の
柏
木
良
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

し
ま
し
た
。
ま
た
平
造
の
部
で
は
神
山

貴
恵
さ
ん
が
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

会
長
賞
に
選
ば
れ
、
ダ
ブ
ル
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　
白
鞘
の
部
か
ら
は
、
岩
手
県
の
永
洞

修
さ
ん
が
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
会

長
賞
を
受
賞
。
刀
装
の
部
で
は
、
岐
阜

県
の
山
田
真
也
さ
ん
と
新
潟
県
の
佐
久

間
保
男
さ
ん
が
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協

会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
柄
前
の

部
は
、
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
会
長

賞
を
東
京
都
の
飯
山
隆
司
さ
ん
と
前
記

の
山
田
真
也
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
白
銀
の
部
で
は
日
本
美
術
刀
剣

保
存
協
会
会
長
賞
を
愛
媛
県
の
三
島
幹

則
さ
ん
と
京
都
府
の
上
野
宏
樹
さ
ん
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　
特
賞
に
続
い
て
、
各
部
門
よ
り
優
秀

賞
、
努
力
賞
、
新
人
賞
、
入
選
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
名
前
が
呼
ば
れ
た
受
賞
者
は
緊
張
し

た
趣
で
次
々
と
登
壇
し
、
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
拍
手
が
沸

き
、お
祝
い
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
に
は
、
こ
の
晴
れ
の

日
を
迎
え
る
ま
で
の
長
か
っ
た
努
力
が

報
わ
れ
た
喜
び
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
理
事
会
に
お
い
て
白
銀
師

の
飯
山
隆
司
さ
ん
が
柄
前
の
部
の
無
鑑

査
に
認
め
ら
れ
た
と
の
発
表
が
あ
り
、

酒
井
会
長
か
ら
資
格
認
定
証
の
授
与
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
審
査
員
を
代
表
し
て
吉
原

義
人
氏
（
作
刀
）
と
柳
川
清
次
氏
（
研

磨
）
か
ら
講
評
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

柳
川
審
査
員
は
、「
技
術
的
な
技
は
日
々

の
努
力
で
必
ず
良
く
な
っ
て
い
く
も
の

で
す
。
で
も
そ
の
先
に
感
性
、
感
覚
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
見
識
の
高
い

方
が
持
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
は
共
通
し

て
い
て
、
こ
れ
を
磨
く
に
は
良
い
刀
を

見
て
感
性
を
磨
く
し
か
な
い
の
で
す
。

研
磨
し
た
刀
を
も
う
一
度
見
て
、
刀
匠

の
個
性
と
時
代
を
表
現
で
き
て
い
る
か

を
考
え
る
こ
と
で
す
」
と
指
摘
さ
れ
、

私
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
式
典
は
一
時
間
半
ほ
ど
で
滞
り
な
く

終
了
と
な
り
ま
し
た
。
閉
会
後
は
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
記
念
写
真
の
撮

影
と
な
り
ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん

を
写
し
て
い
て
、
あ
ら
た
め
て
若

い
刀
職
者
の
将
来
に
期
待
を
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
数
年
前
に
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
女
性
の
受
賞
者
が
今
年
も

目
立
っ
て
い
ま
し
た
。
女
性
の
社

会
進
出
が
話
題
に
な
る
昨
今
で
す

が
、
刀
剣
の
世
界
も
例
外
で
は
な

い
よ
う
で
、
同
慶
の
至
り
で
す
。

　
今
年
の
表
彰
式
は
近
年
に
な
く

賑
や
か
だ
っ
た
印
象
が
強
く
、
コ

ロ
ナ
禍
の
状
況
下
で
も
日
本
刀
の

世
界
は
力
強
い
歩
み
を
重
ね
て
い

る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

�
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東
京
二
〇
二
〇
大
会
開
催
の
機
会
を

捉
え
、日
本
全
国
の
伝
統
工
芸
や
技
術
、

特
産
品
、
さ
ら
に
豊
か
な
食
の
世
界
な

ど
を
紹
介
す
る
と
い
う
趣
旨
で
「
東
京

都
及
び
東
京
の
産
業
等
の
魅
力
発
信
イ

ベ
ン
ト
発
信
委
員
会
」
が
、
七
月
十
九

日
～
九
月
五
日
、
Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
前
の

東
京
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
エ
ア
本
館
一
階
で

イ
ベ
ン
ト“TOKYO�TOKYO�ALL�
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”を
開
催

し
た
。

　
七
月
二
十
六
日
～
八
月
一
日
は
、
公

益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
が

特
設
ブ
ー
ス
で
日
本
刀
の
伝
統
と
文
化

に
つ
い
て
発
信
す

る
と
聞
き
、
そ
の

間
に
数
回
、
取
材

に
伺
っ
た
。

　
初
め
の
二
日
間

は
、
河
内
一
平
刀

匠
が
講
演
と
作
品

の
展
示
に
当
た
ら

れ
た
。
た
ま
た
ま

訪
れ
た
お
客
さ
ま

も
お
ら
れ
、
初
め

て
見
る
日
本
刀
の

美
し
さ
に
感
嘆
さ

れ
て
い
た
。
刀
装

具
や
刀
剣
に
ま
つ

わ
る
小
品
の
展
示

販
売
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、
関
心
を
集
め
て
い
た
。

　
三
十
一
日
に
は
、
刀
匠
の
川
㟢
晶
平

氏
と
彫
金
家
の
泉
公
士
郎
氏
の
講
演
が

開
催
さ
れ
た
。
土
曜
日
の
午
後
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
会
場
は
立
ち
見
客
が
出

る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。

　
日
本
の
歴
史
と
文
化
を
語
る
上
で
、

日
本
刀
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
要

素
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
の
理
解
を

得
る
機
会
は
ま
れ
で
、
私
た
ち
日
本
刀

を
生
業
に
し
て
い
る
者
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
て

い
る
刀
職
者
の
皆
さ
ん
や
関
係
者
の
ご

尽
力
に
感
謝
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
の
会
期
中
、
刀
文
協
の
役
員
の

方
々
と
、
現
代
刀
の
ニ
セ
モ
ノ
が
出
回

る
現
況
に
つ
い
て
話
す
機
会
が
あ
っ

た
。
ニ
セ
モ
ノ
が
出
回
れ
ば
、
当
然
、

現
代
刀
の
市
場
価
格
に
も
影
響
が
及

ぶ
。そ
の
被
害
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。

　
そ
こ
で
現
在
、
刀
文
協
で
は
現
代
刀

の
真
偽
に
つ
い
て
鑑
定
し
、
正
真
鑑
定

証
の
発
行
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。
存

命
の
刀
匠
の
作
品
で
あ
れ
ば
そ
の
対
象

と
な
る
の
で
、
所
蔵
品
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

�
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昨
夏
、
息
子
の
初
め
て
の
虫
捕
り
の

日
。
一
応
、
母
と
し
て
の
社
交
辞
令
で

「
た
く
さ
ん
捕
れ
た
ら
い
い
ね
え
」
と

送
り
出
し
た
。
し
か
し
、
本
当
の
と
こ

ろ
虫
が
苦
手
な
の
だ
。
精
緻
す
ぎ
る
仕

事
が
施
さ
れ
た
蟬
の
刀
装
具
な
ぞ
、
触

る
の
が
少
々
怖
い
。
重
症
で
あ
る
。

　
さ
て
、
息
子
は
虫
籠
を
手
に
意
気

揚
々
と
帰
っ
て
き
た
。
中
に
は
黒
光
り

し
た
、
そ
れ
は
そ
れ
は
立
派
な
雄
の
カ

ブ
ト
ム
シ
が
入
っ
て
い
た
。
私
は
力
な

く
「
よ
か
っ
た
な
あ
…
…
」
と
言
っ
た
。

　
息
子
は
、
そ
の
カ
ブ
ト
ム
シ
に
「
カ

ブ
く
ん
」
と
名
付
け
、
時
に
は
保
育
園

に
連
れ
て
い
き
、
夜
は
寝
室
に
置
い
て

眠
っ
た
。
カ
ブ
く
ん
は
夜
中
に
ガ
サ
ゴ

ソ
と
動
き
回
り
、
朝
に
な
る
と
空
に

な
っ
た
餌
入
れ
を
放
り
出
し
て
い
た
。

　
い
つ
し
か
元
気
な
生
き
物
の
気
配
に

励
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
驚
い
た
こ

と
に
愛
着
す
ら
湧
い
て
き
た
で
は
な
い

か
。
そ
し
て
、
九
月
に
入
り
秋
の
気
配

を
感
じ
か
け
た
こ
ろ
、
カ
ブ
く
ん
が
餌

を
残
す
よ
う
に
な
っ
た
。
夜
中
の
ガ
サ

ゴ
ソ
と
い
う
音
も
小
さ
く
な
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
は
も
う
…
…
。
自
然
に
帰
し
て

あ
げ
た
か
っ
た
が
、
息
子
は
泣
い
て
聞

き
入
れ
な
か
っ
た
。
弱
っ
て
い
く
カ
ブ

く
ん
に
、「
ご
め
ん
な
。帰
り
た
い
よ
な
」

と
声
を
か
け
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ

た
。
そ
し
て
、
九
月
二
週
目
の
あ
る
日

の
早
朝
、
動
か
な
く
な
っ
た
カ
ブ
く
ん

を
見
つ
け
た
。

　
そ
の
後
、「
カ
ブ
く
ん
の
墓
」
と
書

い
た
墓
標
を
作
り
、
埋
葬
し
た
。
私
と

息
子
は
大
泣
き
し
、
ど
う
慰
め
よ
う
か

と
夫
は
う
ろ
た
え
て
い
た
。
さ
よ
う
な

ら
、
カ
ブ
く
ん
。
大
切
な
夏
の
友
達
。

　
―
後
日
談
―
息
子
は
今
年
も
虫
捕
り

に
行
き
、
カ
ブ
く
ん
そ
っ
く
り
な
雄
の

カ
ブ
ト
ム
シ
を
連
れ
て
帰
っ
て
き
た
。

「
カ
ブ
ミ
く
ん
」
と
名
付
け
喜
ん
で
い

た
が
、
説
得
の
結
果
、
三
日
間
の
逗
留

の
後
に
山
に
帰
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
虫
籠
か
ら
出
す
と
、
嬉
し
そ
う
に
木

を
登
っ
て
い
き
、
姿
を
消
し
た
。

　
元
気
で
。

夏
の
友
達

6

石
井 
理
子

筆
者
は
奈
良
県
在
住

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

二
〇
二
一
年
度「
現
代
刀
職
展
」
表
彰
式
を
開
催

公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
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COLLECTION

〟で
日
本
刀
文
化
を
発
信

（右から）刀文協の阿部一紀常任理事・宮下武常任理事・かまたきみこ
評議員・阿部聡一郎研師・高森邦彦事務局長とともに、当組合の
伊波副理事長と筆者生野正

彫金の実演と解説に当たる泉公士郎氏

各部門で栄えある特賞を受賞された刀職の皆さん

現代刀職展表彰式で挨拶する酒井会長

　
西
葛
西
店
を
オ
ー
プ
ン

　
美
術
刀
剣
松
本
は
、
七
月
十
五
日
に

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線
西
葛
西
駅
南
口
か

ら
徒
歩
一
分
の
場
所
に
東
京
西
葛
西
店

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
京
駅

か
ら
地
下
鉄
東
西
線
へ
の
乗
り
換
え
も

含
め
て
二
十
数
分
な
の
で
、
遠
方
か
ら

で
も
至
便
で
す
。

　
店
内
二
十
坪
に
檜
作
り
の
ガ
ラ
ス
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
十
二
台
を
設
置
。「
毎
日

が
展
示
即
売
会
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
お
客
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る
、
繁
盛

し
て
い
る
刀
剣
店
と
評
判
に
な
る
よ
う
に
、
社
員
一
同
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま

す
。�

ど
う
ぞ
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！�

（
松
本
義
行
）
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年
度
変
わ
れ
ば

担
当
代
わ
る

　
三
月
か
ら
四
月
…
…
卒
業
し
、進
学
、

就
職
の
季
節
で
あ
る
。
東
京
都
教
育
委

員
会
も
、
こ
こ
数
年
お
世
話
に
な
っ
た

銃
砲
刀
剣
類
登
録
担
当
の
Ａ
氏
が
「
卒

業
」
し
て
し
ま
っ
た
。
三
、
四
年
お
ら

れ
た
だ
ろ
う
か
。
い
ろ
い
ろ
な
案
件
で

お
世
話
に
な
っ
た
。
本
当
に
感
謝
し
て

い
る
。

　
さ
て
、
新
年
度
。
毎
年
、
い
さ
さ
か

不
安
に
な
る
対
応
を
さ
れ
る
場
合
が
少

な
く
な
い
。
東
京
都
も
過
日
、
登
録
証

の
内
容
確
認
を
し
た
際
、
一
瞬
ヒ
ヤ
リ

と
さ
せ
ら
れ
る
や
り
取
り
が
あ
っ
た
。

　
担
当
者
「
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
ま

す
が
、
一
部
、
異
な
り
ま
す
ね
ー
」　

　
私
「
ほ
ん
と
で
す
か
？
　
ど
こ
で
す

か
？
」

　
担
当
者
「
そ
れ
は
お
答
え
で
き
な
い

の
で
す
が
…
…
」

　
登
録
証
の
コ
ピ
ー
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

送
信
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
ば
ら
く

し
て
、
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

　
担
当
者
「
あ
の
、
大
変
、
失
礼
し
ま

し
た
。
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
私「
そ
れ
は
、ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
？
」

　
担
当
者
「
実
は
、
表
示
さ
れ
た
デ
ー

タ
を
私
が
読
み
違
え
ま
し
て
…
…
相
す

み
ま
せ
ん
」

　
担
当
者
は
ひ
た
す
ら
謝
っ
て
い
た
。

が
、
ど
う
し
た
ら
そ
ん
な
読
み
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
よ
う
な
間
違
い

だ
っ
た
。
申
し
送
り
に
問
題
は
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
。

　
広
島
県
も
新
し
い
担
当
者
に
代
わ
っ

た
ら
し
い
。
宇
多
国
久
と
い
う
短
刀
の

登
録
の
内
容
確
認
の
電
話
を
し
た
。
何

の
問
題
も
な
さ
そ
う
な
登
録
証
だ
っ

た
。
が
、
担
当
者
は
登
録
証
の
写
真
を

メ
ー
ル
に
添
付
し
て
送
っ
て
ほ
し
い
と

言
う
。
明
ら
か
に
は
し
な
い
が
、
何
か

重
大
な
不
備
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
や
む

な
く
登
録
証
の
写
真
を
撮
り
、
メ
ー
ル

に
添
付
し
て
送
信
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
メ
ー
ル
が
開
か
な
い
と

い
う
。
再
度
送
り
、
ま
た
開
か
な
い
、

こ
ん
な
こ
と
を
繰
り
返
し
た
末
、結
局
、

登
録
証
の
内
容
に
は
何
ら
問
題
も
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
わ
ざ
わ
ざ
写
真
を
撮
影
し
、
心
配
し

て
…
…
時
間
を
返
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

た
。
こ
れ
も
不
慣
れ
故
の
こ
と
だ
が
、

や
は
り
申
し
送
り
に
不
備
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
新
年
度
の
混
乱
を
少
な
く
す
る
た
め

に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
担
当
者
が
短
期
間
に
大
幅
に

入
れ
替
わ
る
の
で
は
な
く
、
半
分
が

残
っ
て
半
分
が
転
属
し
、
新
任
者
に
前

か
ら
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
指
導
す
る
仕
組

み
に
す
れ
ば
、
年
度
初
め
の
対
応
の
混

乱
は
か
な
り
少
な
く
な
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
（
そ
ん
な
こ
と
、
や
っ
て
ま
す

よ
！
と
怒
ら
れ
そ
う
で
は
あ
る
。た
だ
、

毎
年
毎
年
の
こ
と
な
の
で
、
つ
い
つ
い

釈
迦
に
説
法
の
よ
う
な
話
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
）。

　
実
際
、
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
て
い

る
自
治
体
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
。

　
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
の
文
化
遺
産

課
は
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
氏

の
み
残
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ
が
入
れ
替

わ
っ
た
ら
し
い
。
事
務
作
業
に
知
悉
し

た
熟
練
の
担
当
者
が
残
っ
て
い
れ
ば
、

業
務
に
支
障
を
来
す
こ
と
は
少
な
い

し
、
Ｂ
氏
が
い
る
こ
と
で
、
利
用
者
も

安
心
で
あ
る
。
千
葉
県
に
は
Ｙ
氏
と
い

う
、
刀
剣
に
理
解
の
深
い
担
当
者
が
お

ら
れ
た
。
転
任
後
も
円
滑
に
業
務
が
引

き
継
が
れ
る
よ
う
に
、
し
ば
ら
く
は
刀

剣
登
録
業
務
に
も
関
わ
り
ま
す
、
と
い

う
よ
う
な
話
を
し
て
お
ら
れ
た
よ
う
に

記
憶
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
地
方
の
実
情
は
厳
し
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
登
録
審
査
に
携
わ
っ

て
い
る
、
あ
る
人
に
よ
れ
ば
「
新
任
の

担
当
者
に
審
査
員
が
ど
れ
だ
け
キ
チ
ン

と
話
が
で
き
る
か
。都
会
は
と
も
あ
れ
、

地
方
に
、
昭
和
二
十
六
年
か
ら
今
日
ま

で
の
刀
剣
登
録
業
務
、
登
録
台
帳
の
内

容
に
つ
い
て
、
正
確
に
把
握
で
き
る
人

が
ど
れ
だ
け
い
る
だ
ろ
う
か
」
と
担
当

者
の
知
識
不
足
を
問
題
に
し
て
い
た
。

　
担
当
者
の
申
し
送
り
が
正
し
く
行
わ

れ
、
年
々
歳
々
の
事
例
の
蓄
積
と
情
報

の
共
有
が
な
さ
れ
れ
ば
、
お
互
い
楽
で

あ
る
し
、
何
よ
り
文
化
財
の
保
護
に
役

立
つ
。厄
介
な
案
件
に
対
応
す
る
べ
く
、

諸
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
保
存

し
、
ケ
ー
ス･

バ
イ･

ケ
ー
ス
で
引
き

出
し
て
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、

少
な
い
人
数
で
も
対
応
で
き
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

　
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
の
担
当
者

も
、
刀
剣
類
の
所
有
者
変
更
手
続
き
業

務
の
み
な
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
仕
事
を

抱
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
十
分
に
理
解

で
き
る
。
が
、
諸
々
工
夫
を
し
て
、「
最

近
の
銃
砲
刀
剣
類
登
録
担
当
者
の
方
々

は
詳
し
く
な
り
ま
し
た
ね
え
」
と
思
わ

せ
る
く
ら
い
の
円
滑
な
事
務
に
期
待
し

た
い
。

（
登
録
証
問
題
研
究
会
）
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　新型コロナウイルス感染
症の全国的な拡大がいまだ
続き、予断を許さない状況
が続いています。そんな中、
「大刀剣市」開催に向けて、
実行委員会の準備は鋭意進
められてきました。
　例年からの大きな変更点
として挙げられるのが、会
場の感染症対策と並んで進
められているウェブカタロ
グの制作です。
　後者は、状況次第で大刀
剣市の開催自体が中止され

た場合のリスク（廃棄に伴う多大な損失は組合員の負担
となる）を第一に考慮した対策であり、また地域によっ
てカタログ到着にタイムラグが発生するという問題を解
決し、近年多くが来場される海外の愛好家へのオンタイ
ムでの訴求など、多数の利点を積極的に鑑みての挑戦と
なります。
　本紙が皆さまのお手元に届く時点では、システムは相
当進展しているはずですが、内容のご案内とともに、来
年以降に参加を予定される組合員の皆さまへの情報共有
の一助として、カタログ掲載品情報のオンラインでの入
力方法をご紹介します。
■カタログ掲載品情報入力について
①各店舗に送付される入力シートへアクセス
②�ご自身の Google アカウントへログイン（お持ちでない
方は、別途ご案内に則り、無料でアカウントの作成を
お願いしています）
③�シート「会社情報」にて、C列の説明をご確認いただき
ながら、B2および B4から B9まで、正確な情報を記入
④�（屋号のロゴデータをお持ちの方のみ）シート「会社
情報」にて、B3 に記載の URL へアクセスし、ロゴデー
タをアップロード（ファイルをドラッグ＆ドロップす
るとアップロードができます）

⑤�シート「No.001」にて、C列の説明をご確認
いただきながら、B2 から B4 及び B6 まで、正
確な情報を記入

⑥�（作品を複数掲載する方のみ）シート「No.001」
のコピーを作成し、上記手順⑤を繰り返し（コ
ピー方法は以下画像を参照）

※�▼マークをクリックし、「コピーを作成」をク
リック。上記の作業はすべて、自動で同期さ
れるため、「保存」などの操作を押す必要はあ
りません。

■来年度以降に向けて
　カタログ掲載品の情報入力は上記オンライン
にて完結し、申し込みを含め紙による提出をな
くすことを目標としています。
　IT を用いてウェブカタログを制作するという
方式は、従来のカタログに慣れた組合員の皆さ
まには戸惑うことも多いかと思います。実際に
初めての試みということで、システムを制作・
運用する実行委員会も日々頭を悩ませてトライ・
アンド・エラーを繰り返している状況です。そこ
で、上記のリスクを考慮しつつ、「大刀剣市」ウェ
ブカタログの進化に向けた建設的ご意見を頂戴
できれば幸いです。
　なお、ウェブカタログの公開は10月19日から
11月末までを予定しています。
https://www.zentosho.com/� （飯田慶雄）

「大刀剣市」ウェブカタログのご案内組合こよみ（令和3年7～ 8月）
７月２日　銀座長州屋において『刀剣界』第
60号編集委員会を開催（再校）。出席者、
深海理事長・伊波副理事長・嶋田常務理事・
生野理事・土子民夫氏
９日　LEAGUE銀座において常務理事会を開
催。出席者、深海理事長・伊波副理事長・
服部副理事長・清水専務理事・嶋田常務理
事・飯田理事・生野理事・土子氏
12日　東京美術倶楽部において『全刀商』編
集委員会を開催（初校）。出席者、深海理
事長・伊波副理事長・清水専務理事・綱取
常務理事・飯田理事・生野理事・持田理事・
土子氏
16日　東京美術倶楽部において「大刀剣市」
第３回実行委員会を開催。出席者、深海理
事長・伊波副理事長・土肥副理事長・服部
副理事長・清水専務理事・嶋田常務理事・
綱取常務理事・赤荻理事・飯田理事・大平
理事・生野理事・瀬下理事・持田理事・冥
賀監事・事務局濱﨑氏
26日～８月７日　藤代スタジオにてウェブカ
タログ用撮影（刀剣）
29日　第一ホテル両国における（公財）日本
美術刀剣保存協会「現代刀職展」表彰式に
深海理事長（来賓）と生野理事（取材）が
出席
８月６日　組合事務所において常務理事会開
催。出席者、深海理事長・伊波副理事長・
清水専務理事・嶋田常務理事・綱取常務理
事。「大刀剣市」ウェブカタログ進捗状況
を飯田理事より報告。『全刀商』最終校正
に生野理事・持田理事・土子氏が参加
10・11日　新橋プラザビルにおいてウェブカ
タログ用撮影（刀装・刀装具・火縄銃・甲冑）
18日　組合事務所において綱取常務理事と持
田理事が刀剣の評価査定
19日　晴雅堂清水において「大刀剣市」チケッ
ト・DMについて打ち合わせ。出席者、東
京製版㈱遠山氏・清水専務理事・嶋田常務
理事・事務局有山氏
23日　事務局において常務理事会ならびに
「大刀剣市」実務者会議を開催。出席者、
深海理事長・伊波副理事長・服部副理事長・
清水専務理事・嶋田常務理事・綱取常務理
事・飯田理事・生野理事・持田理事・冥賀
監事・大平将広氏・服部一隆氏・土子氏
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刀剣業界の情報紙である『刀剣界』では、記事を募集しています。ニュースや催事情報、イベント・リポート、ブック・レビュー、随筆・意見・感想など、何でも結構です。
写真も添えてください。組合員・賛助会員以外の方も歓迎です。ただし、採否は編集委員会に諮り、紙面の関係で編集させていただくことがあります。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
中
の
七
月

二
十
九
日
、
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術

刀
剣
保
存
協
会
（
酒
井
忠
久
会
長
）
の

「
現
代
刀
職
展
」
表
彰
式
が
、
第
一
ホ

テ
ル
両
国
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
来
賓
と
し
て
高
村
正
彦
元

外
務
大
臣
（
日
刀
保
名
誉
顧
問
）、
甘

利
明
衆
議
院
議
員
（「
刀
剣
・
和
鉄
文

化
を
保
存
振
興
す
る
議
員
連
盟
」
共
同

代
表
）、
文
化
庁
・
鍋
島
豊
文
化
財
第

一
課
課
長
、
当
組
合
の
深
海
信
彦
理
事

長
の
お
三
方
が
臨
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
午
後
一
時
半
か
ら
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
初
め
に
酒
井
会
長
か
ら
、

刀
剣
文
化
を
支
え
る
伝
統
技
術
の
保
護

と
普
及
、
啓
蒙
と
い
う
公
益
活
動
と
し

て
の
新
作
展
で
あ
る
と
の
講
話
と
挨
拶

が
あ
り
、
続
い
て
甘
利
衆
議
院
議
員
と

文
化
庁
の
鍋
島
課
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
、
表
彰
式
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　
特
賞
で
は
ま
ず
作
刀
の
太
刀
の
部
よ

り
、
高
松
宮
記
念
賞
を
受
賞
し
た
滋
賀

県
の
北
川
哲
士
さ
ん
に
、
賞
状
と
記
念

品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
続
く
薫
山
賞

は
熊
本
県
の
北
村
光
宏
さ
ん
が
、
寒
山

賞
は
愛
媛
県
の
藤
田
宗
久
さ
ん
が
、
日

本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
会
長
賞
は
福
井

県
の
森
國
利
文
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

を
果
た
し
、
賞
状
と
賞
杯
と
賞
金
、
玉

鋼
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
じ
く
短
刀
・
剣
の
部
で
は
、
薫
山

賞
を
千
葉
県
の
山
下
浩
郎
さ
ん
が
、
寒

山
賞
を
栃
木
県
の
加
藤
政
也
さ
ん
が
受

賞
し
ま
し
た
。

　
研
磨
の
鎬
造
の
部
で
は
、
特
賞
の
木

屋
賞
に
兵
庫
県
の
井
上
聡
さ
ん
、
竹
屋

賞
に
千
葉
県
の
小
川
和
比
古
さ
ん
、
千

葉
賞
に
岩
手
県
の
菊
池
真
修
さ
ん
、
薫

山
賞
に
東
京
都
の
神
山
貴
恵
さ
ん
、
寒

山
賞
に
栃
木
県
の
枝
松
孝
治
さ
ん
、
日

本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
会
長
賞
に
鳥
取

県
の
柏
木
良
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

し
ま
し
た
。
ま
た
平
造
の
部
で
は
神
山

貴
恵
さ
ん
が
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

会
長
賞
に
選
ば
れ
、
ダ
ブ
ル
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　
白
鞘
の
部
か
ら
は
、
岩
手
県
の
永
洞

修
さ
ん
が
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
会

長
賞
を
受
賞
。
刀
装
の
部
で
は
、
岐
阜

県
の
山
田
真
也
さ
ん
と
新
潟
県
の
佐
久

間
保
男
さ
ん
が
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協

会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
柄
前
の

部
は
、
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
会
長

賞
を
東
京
都
の
飯
山
隆
司
さ
ん
と
前
記

の
山
田
真
也
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
白
銀
の
部
で
は
日
本
美
術
刀
剣

保
存
協
会
会
長
賞
を
愛
媛
県
の
三
島
幹

則
さ
ん
と
京
都
府
の
上
野
宏
樹
さ
ん
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　
特
賞
に
続
い
て
、
各
部
門
よ
り
優
秀

賞
、
努
力
賞
、
新
人
賞
、
入
選
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
名
前
が
呼
ば
れ
た
受
賞
者
は
緊
張
し

た
趣
で
次
々
と
登
壇
し
、
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
拍
手
が
沸

き
、お
祝
い
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
に
は
、
こ
の
晴
れ
の

日
を
迎
え
る
ま
で
の
長
か
っ
た
努
力
が

報
わ
れ
た
喜
び
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
理
事
会
に
お
い
て
白
銀
師

の
飯
山
隆
司
さ
ん
が
柄
前
の
部
の
無
鑑

査
に
認
め
ら
れ
た
と
の
発
表
が
あ
り
、

酒
井
会
長
か
ら
資
格
認
定
証
の
授
与
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
審
査
員
を
代
表
し
て
吉
原

義
人
氏
（
作
刀
）
と
柳
川
清
次
氏
（
研

磨
）
か
ら
講
評
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

柳
川
審
査
員
は
、「
技
術
的
な
技
は
日
々

の
努
力
で
必
ず
良
く
な
っ
て
い
く
も
の

で
す
。
で
も
そ
の
先
に
感
性
、
感
覚
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
見
識
の
高
い

方
が
持
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
は
共
通
し

て
い
て
、
こ
れ
を
磨
く
に
は
良
い
刀
を

見
て
感
性
を
磨
く
し
か
な
い
の
で
す
。

研
磨
し
た
刀
を
も
う
一
度
見
て
、
刀
匠

の
個
性
と
時
代
を
表
現
で
き
て
い
る
か

を
考
え
る
こ
と
で
す
」
と
指
摘
さ
れ
、

私
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
式
典
は
一
時
間
半
ほ
ど
で
滞
り
な
く

終
了
と
な
り
ま
し
た
。
閉
会
後
は
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
記
念
写
真
の
撮

影
と
な
り
ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん

を
写
し
て
い
て
、
あ
ら
た
め
て
若

い
刀
職
者
の
将
来
に
期
待
を
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
数
年
前
に
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
女
性
の
受
賞
者
が
今
年
も

目
立
っ
て
い
ま
し
た
。
女
性
の
社

会
進
出
が
話
題
に
な
る
昨
今
で
す

が
、
刀
剣
の
世
界
も
例
外
で
は
な

い
よ
う
で
、
同
慶
の
至
り
で
す
。

　
今
年
の
表
彰
式
は
近
年
に
な
く

賑
や
か
だ
っ
た
印
象
が
強
く
、
コ

ロ
ナ
禍
の
状
況
下
で
も
日
本
刀
の

世
界
は
力
強
い
歩
み
を
重
ね
て
い

る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

�
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東
京
二
〇
二
〇
大
会
開
催
の
機
会
を

捉
え
、日
本
全
国
の
伝
統
工
芸
や
技
術
、

特
産
品
、
さ
ら
に
豊
か
な
食
の
世
界
な

ど
を
紹
介
す
る
と
い
う
趣
旨
で
「
東
京

都
及
び
東
京
の
産
業
等
の
魅
力
発
信
イ

ベ
ン
ト
発
信
委
員
会
」
が
、
七
月
十
九

日
～
九
月
五
日
、
Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
前
の

東
京
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
エ
ア
本
館
一
階
で

イ
ベ
ン
ト“TOKYO�TOKYO�ALL�

JAPAN�COLLECTION

”を
開
催

し
た
。

　
七
月
二
十
六
日
～
八
月
一
日
は
、
公

益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
が

特
設
ブ
ー
ス
で
日
本
刀
の
伝
統
と
文
化

に
つ
い
て
発
信
す

る
と
聞
き
、
そ
の

間
に
数
回
、
取
材

に
伺
っ
た
。

　
初
め
の
二
日
間

は
、
河
内
一
平
刀

匠
が
講
演
と
作
品

の
展
示
に
当
た
ら

れ
た
。
た
ま
た
ま

訪
れ
た
お
客
さ
ま

も
お
ら
れ
、
初
め

て
見
る
日
本
刀
の

美
し
さ
に
感
嘆
さ

れ
て
い
た
。
刀
装

具
や
刀
剣
に
ま
つ

わ
る
小
品
の
展
示

販
売
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、
関
心
を
集
め
て
い
た
。

　
三
十
一
日
に
は
、
刀
匠
の
川
㟢
晶
平

氏
と
彫
金
家
の
泉
公
士
郎
氏
の
講
演
が

開
催
さ
れ
た
。
土
曜
日
の
午
後
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
会
場
は
立
ち
見
客
が
出

る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。

　
日
本
の
歴
史
と
文
化
を
語
る
上
で
、

日
本
刀
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
要

素
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
の
理
解
を

得
る
機
会
は
ま
れ
で
、
私
た
ち
日
本
刀

を
生
業
に
し
て
い
る
者
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
て

い
る
刀
職
者
の
皆
さ
ん
や
関
係
者
の
ご

尽
力
に
感
謝
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
の
会
期
中
、
刀
文
協
の
役
員
の

方
々
と
、
現
代
刀
の
ニ
セ
モ
ノ
が
出
回

る
現
況
に
つ
い
て
話
す
機
会
が
あ
っ

た
。
ニ
セ
モ
ノ
が
出
回
れ
ば
、
当
然
、

現
代
刀
の
市
場
価
格
に
も
影
響
が
及

ぶ
。そ
の
被
害
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。

　
そ
こ
で
現
在
、
刀
文
協
で
は
現
代
刀

の
真
偽
に
つ
い
て
鑑
定
し
、
正
真
鑑
定

証
の
発
行
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。
存

命
の
刀
匠
の
作
品
で
あ
れ
ば
そ
の
対
象

と
な
る
の
で
、
所
蔵
品
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

�

（
生
野 

正
）

　
昨
夏
、
息
子
の
初
め
て
の
虫
捕
り
の

日
。
一
応
、
母
と
し
て
の
社
交
辞
令
で

「
た
く
さ
ん
捕
れ
た
ら
い
い
ね
え
」
と

送
り
出
し
た
。
し
か
し
、
本
当
の
と
こ

ろ
虫
が
苦
手
な
の
だ
。
精
緻
す
ぎ
る
仕

事
が
施
さ
れ
た
蟬
の
刀
装
具
な
ぞ
、
触

る
の
が
少
々
怖
い
。
重
症
で
あ
る
。

　
さ
て
、
息
子
は
虫
籠
を
手
に
意
気

揚
々
と
帰
っ
て
き
た
。
中
に
は
黒
光
り

し
た
、
そ
れ
は
そ
れ
は
立
派
な
雄
の
カ

ブ
ト
ム
シ
が
入
っ
て
い
た
。
私
は
力
な

く
「
よ
か
っ
た
な
あ
…
…
」
と
言
っ
た
。

　
息
子
は
、
そ
の
カ
ブ
ト
ム
シ
に
「
カ

ブ
く
ん
」
と
名
付
け
、
時
に
は
保
育
園

に
連
れ
て
い
き
、
夜
は
寝
室
に
置
い
て

眠
っ
た
。
カ
ブ
く
ん
は
夜
中
に
ガ
サ
ゴ

ソ
と
動
き
回
り
、
朝
に
な
る
と
空
に

な
っ
た
餌
入
れ
を
放
り
出
し
て
い
た
。

　
い
つ
し
か
元
気
な
生
き
物
の
気
配
に

励
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
驚
い
た
こ

と
に
愛
着
す
ら
湧
い
て
き
た
で
は
な
い

か
。
そ
し
て
、
九
月
に
入
り
秋
の
気
配

を
感
じ
か
け
た
こ
ろ
、
カ
ブ
く
ん
が
餌

を
残
す
よ
う
に
な
っ
た
。
夜
中
の
ガ
サ

ゴ
ソ
と
い
う
音
も
小
さ
く
な
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
は
も
う
…
…
。
自
然
に
帰
し
て

あ
げ
た
か
っ
た
が
、
息
子
は
泣
い
て
聞

き
入
れ
な
か
っ
た
。
弱
っ
て
い
く
カ
ブ

く
ん
に
、「
ご
め
ん
な
。帰
り
た
い
よ
な
」

と
声
を
か
け
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ

た
。
そ
し
て
、
九
月
二
週
目
の
あ
る
日

の
早
朝
、
動
か
な
く
な
っ
た
カ
ブ
く
ん

を
見
つ
け
た
。

　
そ
の
後
、「
カ
ブ
く
ん
の
墓
」
と
書

い
た
墓
標
を
作
り
、
埋
葬
し
た
。
私
と

息
子
は
大
泣
き
し
、
ど
う
慰
め
よ
う
か

と
夫
は
う
ろ
た
え
て
い
た
。
さ
よ
う
な

ら
、
カ
ブ
く
ん
。
大
切
な
夏
の
友
達
。

　
―
後
日
談
―
息
子
は
今
年
も
虫
捕
り

に
行
き
、
カ
ブ
く
ん
そ
っ
く
り
な
雄
の

カ
ブ
ト
ム
シ
を
連
れ
て
帰
っ
て
き
た
。

「
カ
ブ
ミ
く
ん
」
と
名
付
け
喜
ん
で
い

た
が
、
説
得
の
結
果
、
三
日
間
の
逗
留

の
後
に
山
に
帰
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
虫
籠
か
ら
出
す
と
、
嬉
し
そ
う
に
木

を
登
っ
て
い
き
、
姿
を
消
し
た
。

　
元
気
で
。

夏
の
友
達

6

石
井 

理
子

筆
者
は
奈
良
県
在
住

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

二
〇
二
一
年
度「
現
代
刀
職
展
」
表
彰
式
を
開
催

公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
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COLLECTION

〟で
日
本
刀
文
化
を
発
信

（右から）刀文協の阿部一紀常任理事・宮下武常任理事・かまたきみこ
評議員・阿部聡一郎研師・高森邦彦事務局長とともに、当組合の
伊波副理事長と筆者生野正

彫金の実演と解説に当たる泉公士郎氏

各部門で栄えある特賞を受賞された刀職の皆さん

現代刀職展表彰式で挨拶する酒井会長

　
西
葛
西
店
を
オ
ー
プ
ン

　
美
術
刀
剣
松
本
は
、
七
月
十
五
日
に

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線
西
葛
西
駅
南
口
か

ら
徒
歩
一
分
の
場
所
に
東
京
西
葛
西
店

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
京
駅

か
ら
地
下
鉄
東
西
線
へ
の
乗
り
換
え
も

含
め
て
二
十
数
分
な
の
で
、
遠
方
か
ら

で
も
至
便
で
す
。

　
店
内
二
十
坪
に
檜
作
り
の
ガ
ラ
ス
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
十
二
台
を
設
置
。「
毎
日

が
展
示
即
売
会
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
お
客
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る
、
繁
盛

し
て
い
る
刀
剣
店
と
評
判
に
な
る
よ
う
に
、
社
員
一
同
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま

す
。�

ど
う
ぞ
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！�

（
松
本
義
行
）
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江
戸
時
代
の
大
坂
と
い
え
ば
、
天

下
の
台
所
と
呼
ば
れ
、
商
人
の
町
で

あ
る
、
と
い
う
の
が
相
場
で
、
歴
史

の
教
科
書
に
も
そ
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
た
。

　
司
馬
遼
太
郎
氏
は
「
町
人
の
共
和

国
」
と
表
現
し
、
江
戸
の
一
〇
〇
万

人
の
人
口
の
う
ち
、
武
家
が
五
〇
万

人
、
そ
れ
に
対
し
て
大
坂
は
六
、
七

〇
万
人
の
人
口
の
う
ち
、
幕
府
直
属

の
武
士
二
〇
〇
人
程
度
、
後
の
地
元

の
武
士
は
半
分
町
人
化
し
て
い
る
と

述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
書
の
著
者
藪
田
貫
氏
は
こ
の

通
説
に
疑
問
を
持
ち
、
大
坂
町
奉
行

の
日
記
や
大
坂
版
の
武
鑑
な
ど
を
徹

底
的
に
読
み
込
み
、
武
家
人
口
を
八

千
人
程
度
と
見
積
も
っ
て
い
る
。
司

馬
氏
ら
の
言
う
二
〇
〇
人
ど
こ
ろ
で
は
な

い
武
家
人
口
が
想
定
さ
れ
る
と
い
う
わ

け
。

　
確
か
に
江
戸
に
比
べ
て
武
家
の
人
口
は

圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と
は
、
司
馬
氏
ら
の

説
の
通
り
な
の
だ
が
、
し
か
し
大
坂
城
や

大
坂
町
奉
行
に
詰
め
る
武
士
た
ち
の
存
在

は
決
し
て
小
さ
く
は
な
く
、
彼
ら
な
し
に

大
坂
の
町
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
、
そ
し

て
大
坂
の
武
士
と
町
の
人
々
の
四
季
折
々

の
生
活
を
細
か
に
紹
介
し
て
い
る
。
歴
史

学
者
な
ら
で
は
の
実
に
読
み
応
え
の
あ
る

一
冊
で
あ
る
。ご
一
読
を
強
く
勧
め
た
い
。

　
藪
田
氏
の
緻
密
で
実
証
的
な
論
考
は
、

江
戸
後
期
の
大
坂
町
奉
行
新
見
正
路
の
日

記
や
、
久
須
美
祐
明
の
日
記
に
基
づ
い
て

い
る
。

　
江
戸
後
期
の
町
奉
行
所
と
い
え
ば
、
大

塩
平
八
郎
で
あ
る
。
天
候

不
順
に
よ
る
不
作
と
飢
饉

に
喘
ぐ
庶
民
を
横
目
に
米

を
買
い
占
め
て
巨
利
を
む

さ
ぼ
る
悪
徳
商
人
と
癒
着

し
た
悪
い
役
人
が
ま
か
り

通
る
ご
政
道
に
抗
議
し
て

挙
兵
し
た
大
塩
平
八
郎
。

彼
は
大
坂
町
奉
行
所
与
力

で
あ
っ
た
。

　
大
塩
と
町
奉
行
の
や
り
取
り
、
大
塩
の

宿
命
の
ラ
イ
バ
ル
と
い
う
べ
き
与
力
内
山

彦
次
郎
の
動
向
。
そ
し
て
、坂
本
鉉
之
助
。

こ
の
人
物
は
大
坂
定
番
で
荻
野
流
の
炮
術

家
で
、大
塩
方
に
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
、

乱
後
、
譜
代
に
取
り
立
て
ら
れ
た
。
坂
本

鉉
之
助
は
坂
本
孫
之
進
の
親
族
で
、
養
子

で
あ
る
。
そ
し
て
坂
本
孫
之
進
は
松
平
定

信
に
そ
の
実
力
を
認
め
ら
れ
、
浅
羽
主
馬

政
庸
と
と
も
に
幕
府
の
砲
術
師
範
と
し
て

召
し
抱
え
ら
れ
た
人
物
で
、
筆
者
が
「
松

平
定
信
の
寛
政
の
改
革
と
手
柄
山
正
繁
」

（『
刀
剣
美
術
』
七
百
六
十
四
号
）
で
も
論

考
し
た
、
ま
さ
に
そ
の
人
で
あ
ろ
う
。

　
ど
う
し
て
こ
の
本
を
読
ん
で
い
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
藪
田
氏
の
こ
の
本
、
実

は
二
〇
一
〇
年
に
中
公
新
書
で
刊
行
さ
れ

て
お
り
、
し
か
も
筆
者
は
「
面
白
そ
う
な

本
だ
な
あ
」
と
思
い
な
が
ら
、
な
ん
と
な

く
ス
ル
ー
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
痛
恨
の

エ
ラ
ー
で
あ
る
。無
論
、読
ん
で
い
な
か
っ

た
故
に
、
藪
田
氏
が
既
に
述
べ
て
い
た
こ

と
を
、
そ
の
ま
ま
知
ら
ず
に
書
い
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
し
、
論
文
発
表
自

体
に
全
く
問
題
は
な
い
。
だ
が
、
藪
田
氏

の
調
査
を
踏
ま
え
て
い
れ
ば
、
坂
本
孫
之

進
に
つ
い
て
別
の
切
り
口
が
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
こ
と
を
思
う
と
、
こ
れ
は
か
な

り
悔
し
い
。

　
筆
者
は
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
ず
、

こ
の
本
の
感
想
を
書
き
、
拙
稿
を
藪
田
氏

に
進
呈
し
た
。「
先
生
の
ご
本
を
も
っ
と

早
く
読
ん
で
お
く
べ
き
だ
っ
た
と
深
く
反

省
し
て
い
ま
す
」
と
書
い
て
。

　
返
事
は
絶
対
来
な
い
￨
そ
う
思
っ
て

い
た
。と
こ
ろ
が
十
日
ほ
ど
後
だ
ろ
う
か
、

お
返
事
を
頂
戴
し
た
の
で
あ
る
！
し
か
も

「
玉
稿
の
考
証
の
緻
密
さ
に
驚
き
、
今
後
、

同
誌
（『
刀
剣
美
術
』
の
こ
と
で
あ
る
）

を
参
考
に
す
る
必
要
性
を
教
え
ら
れ
ま
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
書
か
れ

て
い
る
で
は
な
い
か
！
　
そ
し
て
先
生
も

浅
羽
と
坂
本
の
江
戸
召
喚
に
関
心
を
も
っ

て
調
べ
て
お
り
、
そ
れ
を
同
封
の
『
大
塩

研
究
』
八
十
三
号
（
大
塩
事
件
研
究
会
。

二
〇
二
〇
年
八
月
）
に
書
い
て
お
ら
れ
、

「
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
江
戸
と
大
坂
で
調
べ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
」
と

も
あ
っ
た
。
な
ん
と
謙
虚
で
、
爽
や
か
な

人
だ
ろ
う
！

　
ご
一
読
を
、
再
度
強
く
勧
め
る
次
第
。

（
小
島
つ
と
む
）

■
藪
田
貫
（
や
ぶ
た
・
ゆ
た
か
）
一
九

四
八
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
大
学

院
文
学
部
研
究
科
博
士
課
程
中
退
。
関
西

大
学
名
誉
教
授
。
現
在
、
兵
庫
県
立
歴
史

博
物
館
館
長
。
日
本
近
世
史
専
攻
。
著
書

に
『
国
訴
と
百
姓
一
揆
の
研
究
』『
日
本

近
世
史
の
可
能
性
』『
近
世
大
坂
地
域
の

史
的
研
究
』『
男
女
の
近
世
史
』『
大
阪
遺

産
』
な
ど
。

ブック・レビュー　BOOK REVIEW

知
ら
れ
ざ
る
大
坂
武
士
の
実
像
を
描
く

『
武
士
の
町
大
坂
―「
天
下
の
台
所
」の
武
士
た
ち
―
』

藪
田
貫
著

　定
価
一
〇
〇
〇
円
＋
税

　講
談
社
学
術
文
庫

　
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
太
平
の
世
に

慣
れ
、
士
風
軟
弱
と
な
っ
て
、
剣
道
も

ま
た
形
式
に
流
れ
て
保
守
的
と
な
っ
て

い
っ
た
。
自
己
の
流
儀
の
伝
統
を
温
存

す
る
だ
け
で
、
他
流
と
の
切
磋
琢
磨
の

試
合
も
禁
止
さ
れ
、
形
を
見
事
に
演
武

す
れ
ば
事
足
れ
り
と
す
る
、
云
う
所
の

華
法
剣
術
と
よ
ば
れ
る
時
代
で
あ
っ

た
。そ
の
マ
ン
ネ
リ
か
ら
脱
却
す
べ
く
、

正
徳
年
間
に
直
心
影
流
の
長
沼
家
に

よ
っ
て
面
と
小
手
の
防
具
と
竹
刀
の
改

良
が
工
夫
さ
れ
、
さ
ら
に
五
十
年
後
の

宝
暦
の
頃
、
小
野
派
一
刀
流
か
ら
出
た

中
西
家
で
一
段
の
改
良
と
腹
当
て（
胴
）

が
追
加
さ
れ
て
、
形
剣
術
か
ら
面
小
手

竹
刀
の
撃
剣
の
時
代
に
入
っ
て
い
っ

た
。（
中
略
）

　
こ
の
面
小
手
撃
剣
の
第
一
期
と
も
い

う
べ
き
文
政
か
ら
天
保
期
を
中
心
に
活

躍
し
た
の
が
男
谷
精
一
郎
信
友
で
あ

る
。
剣
道
史
上
、
剣
聖
と
か
、
君
子
の

剣
と
評
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
男
谷
が

名
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、勝
海
舟
の「
追

賛
一
話
」
を
は
じ
め
と
し
て
山
田
次
郎

吉
『
日
本
剣
道
史
』
か
ら
す
べ
て
の
剣

豪
小
説
に
至
る
ま
で
書
き
尽
く
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
種
本
は
高
弟
と
思
わ

れ
る
門
人
の
誰
か
が
書
い
て
残
し
た

『
男
谷
先
生
行
状
録
、
附
平
山
行
蔵
伝
』

と
『
善
行
録
、男
谷
先
生
行
状
の
事
外
』

（
ど
ち
ら
も
、
ほ
ぼ
同
内
容
な
が
ら
記

事
の
量
に
多
少
の
差
が
あ
る
）
と
い
う

匿
名
の
筆
写
本
で
あ
る
。（
以
上
、
前

書
き
よ
り
）

　
本
書
は
、
前
書
を
誰
も
が
読
め
る
よ

う
に
全
文
を
現
代
文
と
し
、
併
せ
て
同

時
代
に
活
躍
し
た
著
名
な
剣
客
に
つ
い

て
も
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。「
男
谷

精
一
郎
と
刀
剣
」
の
一
項
を
設
け
て
い

る
の
も
、
愛
刀
家
の
故
で
あ
ろ
う
。

　
昭
和
十
三
年
、
茨
城
県
古
河
市
生
ま

れ
。
現
在
、
青
山
学
院
大
学
剣
道
部
名

誉
師
範
・
古
河
市
剣
道
連
盟
顧
問
。

　
定
価
一
九
八
〇
円
（
税
込
み
）。
注

文
は
書
店
ま
た
は
青
山
ラ
イ
フ
出
版

（
☎
〇
三-

六
六
八
三-

八
二
五
二
）

ま
で
。

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
刀
剣
の
魅

力
を
全
国
の
販
売
網
に
て
展
開
し
て
い

る（
株
）ク
エ
ス
ト
か
ら「
日
本
刀
究
極

の
美
　
鍛
錬･

研
磨･

拵･

刀
装
具
～
名

刀
の
出
来
る
ま
で
～
」が
発
売
さ
れ
た
。

　
内
容
は
、
匠
の
技
に
見
る
日
本
刀
の

製
作
プ
ロ
セ
ス
を
、
刀
匠
の
鍛
錬
そ
し

て
研
師
・
白
銀
師
・
鞘
師
・
塗
師
・
金

工
・
柄
巻
師
と
い
っ
た
職
方
の
優
れ
た

技
法
で
ま
と
め
た
も
の
。

　
英
語
字
幕
の
表
示
機
能
に
よ
り
、
刀

剣
に
興
味
が
あ
り
、
造
詣
を
深
め
た
い

海
外
顧
客
へ
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
。
ま

た
、
昨
今
の
ブ
ー
ム
で
刀
剣
に
関
心
を

持
つ
若
い
方
や
初
心
者
に
も
、
日
本
刀

が
ど
う
い
っ
た
意
匠
工
程
を
経
て
美
し

く
完
成
し
て
い
く
か
を
わ
か
り
や
す
く

見
て
も
ら
え
る
一
枚
に
な
っ
て
い
る
。

　
定
価
は
税
込
み
五
五
〇
〇
円
。
全
国

の
書
店
、家
電
量
販
店
、Ｃ
Ｄ
シ
ョ
ッ
プ
。

■︵
株
︶ク
エ
ス
ト
＝
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６
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０
０

７
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田
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一
〇
　
三
慶
ビ
ル
三
Ｆ
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〇
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八
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三
〇
三
一
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卓
絶
し
た
職
方
の
技
法
で
ま
と
め
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
新
発
売
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小
暮  

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

　
こ
の
度
、
私
が
経
営
し
て
い
る
小

さ
な
お
店
の
紹
介
記
事
を
承
り
ま
し

て
、
戸
惑
う
ば
か
り
で
す
。

　
現
在
の
店
舗
は
立
派
な
看
板
、
門

構
え
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
以
前
は

看
板
を
上
げ
、
商
品
を
展
示
し
ま
し

て
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
し
て
お
り
ま

し
た
。
十
年
ほ
ど
前
よ
り
海
外
輸
出

に
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
近
く
の
商
店
街
の
一
角
に
店

舗
を
移
転
し
、
昔
か
ら
来
店
し
て
く

だ
さ
る
お
客
さ
ま
を
お
相
手
に
ひ
っ

そ
り
と
商
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
表
札
の
よ
う
な
小
さ
な
目
立
た
な

い
看
板
と
、
ド
ン
グ
リ
の
木
に
隠
れ

る
よ
う
な
お
店
。
仕
事
帰
り
や
散
歩

の
途
中
に
立
ち
寄
り
、
刀
剣
・
古
式

銃
・
書
籍
を
自
由
に
ご
覧
い
た
だ
き
、

お
客
さ
ま
同
士
の
歓
談
を
楽
し
ま

れ
、
一
日
の
疲
れ
を
癒
や
す
場
に
な

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
も
も

と
も
と
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
し
た
の

で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
場
所
、

隠
れ
家
的
な
気
負
い
の
な
い
空
間
に

憧
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　
も
っ
と
も
、
接
客

し
て
い
る
の
は
主
に

当
店
の
人
気
者
の
ワ

ン
コ
の
ガ
ン
ち
ゃ
ん

で
す
が
…
…
。

　
こ
の
よ
う
に
書
い

て
い
ま
す
と
、
暇
を

持
て
余
し
た
道
楽
の

よ
う
な
商
売
に
見
え

て
し
ま
い
ま
す
が
、

本
業
の
刀
屋
と
し
て

は
、
輸
出
を
重
き
に

置
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
海
外
の
お
客
さ
ま
の
生
活
時
間
に

合
わ
せ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
取
引
を
心

が
け
て
お
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
ワ
ン
コ
も
熟
睡
し
て
い

る
夜
明
け
に
仕
事
を
し
ま
う
の
が
日
常

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
商
習
慣
や
文
化
の
違
い
を
乗
り
越
え

て
の
商
売
は
摩
擦
な
ど
も
あ
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
航
空
貨
物
が
停

止
し
た
時
な
ど
、
多
く
の
お
客
さ
ま
が

キ
ャ
ン
セ
ル
も
せ
ず
文
句
も
言
わ
ず
、

発
送
が
可
能
に
な
る
ま
で
待
っ
て
く
だ

さ
り
、
そ
の
上
に
、
自
国
の
方
が
コ
ロ

ナ
で
酷
い
状
況
な
の
に
、
私
の
心
配
を

し
て
く
だ
さ
り
心
温
ま
る
便
り
を
頂

く
よ
う
な
嬉
し
い
お
付
き
合
い
は
大

切
な
宝
物
で
す
。

　
振
り
返
れ
ば
、
東
南
ア
ジ
ア
で
起

業
し
て
紛
争
地
帯
を
走
り
回
り
、
そ

の
後
帰
国
し
て
会
社
員
。
書
店
も
手

掛
け
現
在
に
至
る
も
、
人
と
の
良
き

出
会
い
に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
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前
号
に
引
き
続
き
、
も
う
少
し
だ
け

名
和
弓
雄
さ
ん
の
話
に
付
き
合
っ
て
く

れ
。
実
は
氏
か
ら
新
組
合
員
た
ち
へ
の

遺
言
と
も
と
れ
る
言
葉
を
俺
は
し
た
た

め
て
お
る
。

　
組
合
員
は
、
な
に
も
何
代
も
続
く
商

店
の
店
主
だ
け
で
は
な
い
。
番
頭
か
ら

独
立
し
た
持
田
理
事
の
よ
う
な
方
も
い

れ
ば
、
違
う
職
業
か
ら
転
職
し
、
ま
た

は
定
年
退
職
後
、
刀
剣
商
・
古
美
術
商

と
な
っ
た
方
も
い
る
。『
刀
剣
界
』
で

紹
介
さ
れ
た
千
野
邦
雄
さ
ん
、
天
野
智

弘
さ
ん
、
寄
稿
し
て
く
れ
た
川
口
博
さ

ん
ら
が
こ
の
タ
イ
プ
だ
。

　
名
和
氏
は
語
っ
た
。「
誰
も
が
自
分

が
集
め
た
品
々
を
店
と
い
う
箱
の
中
に

並
べ
、
そ
の
中
心
に
自
分
が
座
っ
て
み

た
い
も
の
な
ん
で
す
よ
。
と
こ
ろ
が
開

店
し
て
一
年
や
二
年
で
腕
利
き
の
業
者

た
ち
に
珍
し
い
も
の
を
抜
か
れ
、
気
づ

け
ば
店
内
に
は
ガ
ラ
ク
タ
ば
か
り
が

残
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
ん
で
す
よ
…
…
」
と
。

　
千
野
さ
ん
、
天
野
さ
ん
、
川
口
さ
ん
、

ど
う
だ
ろ
う
か
。
明
治
生
ま
れ
の
亡
き

古
老
か
ら
の
忠
告
と
受
け
取
っ
て
く
れ

れ
ば
、
俺
は
う
れ
し
い
。

　
四
十
歳
代
時
分
の
俺
に
、
あ
る
刀
装

具
愛
好
家
が
か
つ
て
の
網
屋
惣
右
衛
門

の
商
法
の
話
を
し
て
く
れ
た
。
こ
の
方

も
直
接
見
聞
き
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

さ
ら
に
古
い
誰
か
か
ら
聞
い
た
話
の
よ

う
だ
。

　
網
屋
の
店
頭
に
は
最
低
限
の
も
の
し

か
置
い
て
お
ら
ず
、
ま
ず
は
客
の
嗜
好

を
伺
う
。
何
度
か
足
を
運
ん
で
く
れ
た

客
を
奥
の
「
あ
が
り
」
に
通
し
、
そ
こ

で
見
せ
る
商
品
の
十
中
八
、
九
が
客
に

収
ま
る
と
い
う
。

　
俺
は
「
こ
れ
だ
ー
っ
！
」
と
ば
か
り

に
、
少
し
ば
か
り
珍
し
い
、
ま
た
は
優

品
風
だ
と
思
う
も
の
を
冬
支
度
す
る
蟻

の
よ
う
に
コ
ツ
コ
ツ
と
職
場
の
奥
に
し

ま
い
込
ん
だ
。
実
は
こ
れ
は
功
を
奏
し

た
。客
に
し
て
み
れ
ば
掘
り
出
し
物
感
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト･

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
感
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
さ
て
そ
れ
か
ら
十
数
年
後
、
こ
こ
か

ら
話
は
俺
の
失
敗
談
に
転
じ
て
い
く
。

　
東
銀
座
に
あ
っ
た
職
場
は
あ
る
時
、

最
大
の
ピ
ン
チ
を
迎
え
る
。
大
家
さ
ん

が
土
地
を
売
っ
て
し
ま
い
、
俺
を
そ
こ

か
ら
剝
が
し
て
再
開
発
か
転
売
し
た
い

不
動
産
業
者
と
の
争
い
と
な
る
。
裁
判

沙
汰
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
沙
汰
と

い
う
く
ら
い
だ
か
ら
、
普
通
の
人
は
人

生
で
一
度
経
験
す
る
か
し
な
い
か
の
事

態
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
経
験
さ
せ
て
も
ら

う
こ
と
と
な
る
。

　
被
告
と
な
っ
た
俺
は
、
雇
っ
た
弁
護

士
と
不
動
産
鑑
定
士
に
丸
投
げ
を
し
て

顔
も
見
せ
ず
、
地
方
都
市
で
カ
メ
ラ
屋

と
薬
局
を
チ
ェ
ー
ン
展
開
す
る
原
告
か

ら
訴
状
を
受
け
取
っ
た
。

　「
被
告
の
店
舗
に
来
る
客
は
、
被
告

の
人
柄
、
並
び
に
眼
力
、
知
識
に
触
れ

に
来
る
の
で
あ
っ
て
…
…
」

　
お
い
お
い
、
そ
ん
な
に
褒
め
て
く
れ

な
く
て
い
い
よ
、
照
れ
く
さ
い
よ
。
と

思
い
、さ
ら
に
先
の
文
章
に
目
を
や
る
。

　「
店
頭
に
置
い
て
あ
る
商
品
は
少
な

く
…
…
従
っ
て
銀
座
二
丁
目
に
お
け
る

店
舗
の
重
要
性
は
被
告
に
と
っ
て
は
大

き
い
と
は
言
え
な
い
。
他
の
場
所
で
も

十
分
に
成
り
立
つ
…
…
」

　
俺
は
ギ
ャ
ー
ッ
と
叫
ん
で
い
た
。
そ

し
て
、
参
考
資
料
と
し
て
一
般
的
な
刀

剣
店
の
姿
と
称
す
る
写
真
は
、
何
と
！�

所
狭
し
と
商
品
を
置
く
生
野
理
事
の
店

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
抜
粋
だ
。

　
今
、
移
転
し
た
八
丁
堀
の
職
場
に
生

野
理
事
が
来
る
と
、
こ
う
言
う
。「
ス

ペ
ー
ス
が
も
っ
た
い
な
い
よ
。
も
っ
と

商
品
並
べ
な
よ
」
と
。

　
在
庫
は
お
払
い
箱
だ
し
、
甲
冑
を
晒

す
と
ま
ざ
ま
ざ
と
記
憶
に
残
る
商
品
な

の
で
、
す
ぐ
に
片
付
け
る
。
生
野
理
事

の
こ
の
言
葉
と
裁
判
の
ト
ホ
ホ
な
結
果

が
、
俺
の
中
で
は
確
実
に
リ
ン
ク
し
て

い
る
。
ナ
オ
ミ
選
手
、
萩
野
選
手
、
バ

イ
ル
ス
選
手
、
心
の
傷
っ
て
本
当
に
あ

る
ん
だ
ね
。

お
店
と
は
… 

綱
取 

譲
一

古老に
聴く
第
四
回

千野さんのお店、良泉堂

　
河
内
一
平
刀
匠
が
長
野
県
埴
科
郡
坂

城
町
に
開
設
さ
れ
た
河
内
鍛
刀
道
場
に

お
い
て
、
六
月
二
十
八
日
、
火
入
れ
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
を
多
く
お
招

き
し
て
執
り
行
わ
れ
る
火
入
れ
式
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
県
内
在
住
の

宮
入
小
左
衛
門
行
平
一
門
と
近
隣
の
関

係
者
の
み
で
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
河
内
刀
匠
は
こ
れ
ま
で
、
宮
入
鍛
刀

道
場
傳
習
館
に
て
作
刀
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
河
内
刀
匠
曰
く
、
師
匠

で
あ
る
宮
入
小
左
衛
門
行
平
師
の
好
意

に
感
謝
し
つ
つ
も
、
い
つ
か
は
鍛
刀
道

場
も
独
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
気
持
ち
が
い
つ
も
頭
の
片
隅
に
あ
っ

た
と
の
こ
と
。
宮
入
師
の
子
息
も
修
業

開
始
か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど
五
年
で
あ

り
、
ま
た
自
身
の
年
齢
も
考
え
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
っ
た
そ
う

で
す
。

　
今
年
初
め
に
工
事
が
始
ま
り
、

五
月
末
に
竣
工
。
建
物
の
工
事
は

そ
れ
で
終
わ
り
で
す
が
、
刀
鍛
冶

自
身
が
耐
火
粘
土
で
火
床
を
作
る

な
ど
、
刀
鍛
冶
自
身
で
な
け
れ
ば

加
減
の
わ
か
り
に
く
い
重
要
な
作
業
が

火
入
れ
式
直
前
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
火
入
れ
式
当
日
は
、
宮
入
小
左
衛
門

行
平
師
の
開
式
の
辞
に
始
ま
り
、
地
元

速は
や
す
さ
の
お

素
戔
鳴
神
社
の
竹
内
宮
司
に
よ
り
御

神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
火
入
れ
式
特
有
の
火
入

れ
の
儀
に
移
り
ま
す
。
ま
ず
鉄
の
細
い

角
棒
を
叩
き
、
そ
の
変
形
熱
に
よ
っ
て

熱
く
な
っ
た
鉄
か
ら
薄
い
木
片
に
火
を

点
け
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
火
で
火
床

内
の
松
炭
に
着
火
し
ま
す
。
火
を
お
こ

す
と
玉
鋼
を
加
熱
し
、
向
こ
う
鎚
で
叩

い
て
薄
く
延
ば
す
「
水
圧
し
」
と
呼
ば

れ
る
工
程
を
行
い
ま
す
。
最
後
に
薄
く

延
ば
さ
れ
た
玉
鋼
を
赤
め
て
水
に
入
れ

る
「
焼
入
れ
」
を
し
て
、
火
入
れ
の
儀

は
終
わ
り
で
す
。

　
そ
の
後
、
宮
入
師
と
河
内
刀
匠
か
ら

挨
拶
が
あ
り
、
神
聖
な
火
入
れ
式
が
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。
通
例
で
は
こ
の
後
直な

お

会ら
い

を
行
う
こ
と
が
多
く
、
参
列
者
か
ら

は
直
会
を
望
む
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
散
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
火
入
れ
式
と
い
う
神
聖
な
儀
式
を
終

え
た
河
内
刀
匠
に
現
在
の
心
境
を
聞
い

て
み
ま
し
た
。

　「
火
入
れ
式
が
終
わ
り
、
ほ
っ
と
し

て
お
り
ま
す
。
自
分
一
人
の
力
で
は
な

く
、
皆
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
て
よ
う
や

く
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ず
ご
支
援
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

　
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。�

（
根
津
秀
平
）
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河
内一平
刀
匠
が
鍛
刀
道
場
を
開
設

　
源
頼
朝
は
鎌
倉
に
幕
府
を
開
き
、
源

氏
の
氏
神
で
あ
る
八
幡
宮
の
伽
藍
を
整

え
、東
国
武
士
の
守
護
神
と
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、鶴
岡
八
幡
宮
の
加
護
を
願
い
、

将
軍
・
御
家
人
な
ど
か
ら
多
く
の
武
具

類
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
御

神
宝
は
一
昨
年
、
境
内
に
開
館
し
た
鎌

倉
文
華
館�

鶴
岡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
の

「
鶴
岡
八
幡
宮
の
名
刀
―
歴
史
に
宿
る

武
士
の
信
仰
―
」
で
公
開
さ
れ
て
い
ま

す（
催
事
情
報
参
照
）。開
催
に
合
わ
せ
、

頼
朝
の
佩
刀
し
た
太
刀
を
は
じ
め
と
す

る
国
宝
・
重
要
文
化
財
指
定
品
十
八
点
、

そ
の
他
多
く
の
名
品
を
掲
載
し
た
本
書

が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
定
価
三
〇
八
〇

円
（
税
込
み
）。
注
文
は
書
店
ま
た
は

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ま
で
。
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小
暮  

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

新刊
紹介
『
鶴
岡
八
幡
宮
の
名
刀
』

　
今
回
は
東
京
国
立
博
物
館
（
以
下
、

東
博
）
の
学
芸
員
で
、
当
会
の
会
員
で

も
あ
る
佐
藤
寛
介
氏
の
著
書
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
一
月
に
東
京
国
立
博
物
館
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
『
日
本
の
甲
冑
』
が
発
売

さ
れ
ま
し
た
。
東
博
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
甲
冑
を
紹
介
す
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
甲
冑
の
後
ろ
姿
の
写
真
も
見
や

す
い
ア
ン
グ
ル
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

な
お
か
つ
解
説
も
簡
潔
で
あ
り
な
が

ら
、
知
識
の
な
い
人
に
も
非
常
に
理
解

し
や
す
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も

し
僕
が
こ
の
本
を
甲
冑
に
興
味
を
持
ち

始
め
た
中
学
生
の
こ
ろ
に
手
に
し
て
い

た
な
ら
、
一
生
の
宝
物
に
し
て
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
た
ら
、
昔

感
じ
た
も
ど
か
し
さ
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
今
か
ら
三
十
五
年
ほ
ど
前
、
僕
が

初
め
て
購
入
し
た
甲
冑
の
本
に
も
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
カ
ラ
ー
写
真
は
巻
頭

の
グ
ラ
ビ
ア
だ
け
で
そ
れ
以
外
は
全
て

モ
ノ
ク
ロ
だ
っ
た
こ
と
、
写
真
の
ア
ン

グ
ル
も
イ
マ
イ
チ
だ
っ
た
こ
と
を
非
常

に
残
念
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
博
物
館

の
展
示
会
の
図
録
も
同
じ
で
し
た
。

　
こ
れ
は
当
時
の
甲
冑
に
対
す
る
理
解

度
や
、
印
刷
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
勘
案

す
る
と
致
し
方
の
な
い
こ
と
で
す
。
そ

ん
な
原
体
験
も
あ
り
、
子
供
の
こ
ろ
は

い
つ
か
フ
ル
カ
ラ
ー
で
い
ろ
ん
な
ア
ン

グ
ル
の
甲
冑
の
写
真
が
た
く
さ
ん
載
っ

た
本
が
読
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
今
で
も

変
わ
ら
な
い
夢
で
す
。

　
現
在
で
は
一
冊
の
本
を
フ
ル
カ
ラ
ー

で
印
刷
す
る
コ
ス
ト
も
安
く
な
り
、
ま

た
甲
冑
に
対
す
る
理
解
度
も
進
ん
で

か
、
展
示
会
の
図
録
に
は
甲
冑
マ
ニ
ア

が
喜
ぶ
よ
う
な
ア
ン
グ
ル
の
写
真
も
多

く
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
神
社
・
仏
閣
や
博
物
館
に

所
蔵
・
保
管
さ
れ
て
い
る
資
料
的
に
も

価
値
の
高
い
貴
重
な
甲
冑
は
、
わ
れ
わ

れ
の
よ
う
な
部
外
者
は
調
査
が
で
き
な

く
な
っ
た
ば
か
り
か
、
権
利
関
係
の
こ

と
も
あ
り
、
昔
よ
り
も
写
真
の
掲
載
料

が
高
騰
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
結
局
、
子
供
の
こ
ろ
に
夢
見
て
い
た

よ
う
な
本
の
実
現
は
、
さ
ら
に
遠
の
い

て
い
る
よ
う
で
す
。
も
っ
と
も
今
時
の

小
中
学
生
に
は
本
は
必
要
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
取
り
あ
え
ず
ネ
ッ
ト
を

漁
れ
ば
、
フ
ル
カ
ラ
ー
の
甲
冑
を
た
く

さ
ん
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
話
が
そ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
著
者

か
ら
「
本
書
は
東
博
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
で
購
入
で
き
ま
す
。
東
博
の

甲
冑
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ま
と
め
て
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
本
書
が
初
め
て
な

の
で
、
多
く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。東
博
に
行
っ
た
際
に
は
、

ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
一
般
社
団
法
人
日
本
甲
冑
武
具
研
究

保
存
会�

理
事
　
佐
々
木 

亮
）

甲
冑
の
話
題
─
─
─
�

（
一
社
）日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会
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江
戸
時
代
の
大
坂
と
い
え
ば
、
天

下
の
台
所
と
呼
ば
れ
、
商
人
の
町
で

あ
る
、
と
い
う
の
が
相
場
で
、
歴
史

の
教
科
書
に
も
そ
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
た
。

　
司
馬
遼
太
郎
氏
は
「
町
人
の
共
和

国
」
と
表
現
し
、
江
戸
の
一
〇
〇
万

人
の
人
口
の
う
ち
、
武
家
が
五
〇
万

人
、
そ
れ
に
対
し
て
大
坂
は
六
、
七

〇
万
人
の
人
口
の
う
ち
、
幕
府
直
属

の
武
士
二
〇
〇
人
程
度
、
後
の
地
元

の
武
士
は
半
分
町
人
化
し
て
い
る
と

述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
書
の
著
者
藪
田
貫
氏
は
こ
の

通
説
に
疑
問
を
持
ち
、
大
坂
町
奉
行

の
日
記
や
大
坂
版
の
武
鑑
な
ど
を
徹

底
的
に
読
み
込
み
、
武
家
人
口
を
八

千
人
程
度
と
見
積
も
っ
て
い
る
。
司

馬
氏
ら
の
言
う
二
〇
〇
人
ど
こ
ろ
で
は
な

い
武
家
人
口
が
想
定
さ
れ
る
と
い
う
わ

け
。

　
確
か
に
江
戸
に
比
べ
て
武
家
の
人
口
は

圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と
は
、
司
馬
氏
ら
の

説
の
通
り
な
の
だ
が
、
し
か
し
大
坂
城
や

大
坂
町
奉
行
に
詰
め
る
武
士
た
ち
の
存
在

は
決
し
て
小
さ
く
は
な
く
、
彼
ら
な
し
に

大
坂
の
町
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
、
そ
し

て
大
坂
の
武
士
と
町
の
人
々
の
四
季
折
々

の
生
活
を
細
か
に
紹
介
し
て
い
る
。
歴
史

学
者
な
ら
で
は
の
実
に
読
み
応
え
の
あ
る

一
冊
で
あ
る
。ご
一
読
を
強
く
勧
め
た
い
。

　
藪
田
氏
の
緻
密
で
実
証
的
な
論
考
は
、

江
戸
後
期
の
大
坂
町
奉
行
新
見
正
路
の
日

記
や
、
久
須
美
祐
明
の
日
記
に
基
づ
い
て

い
る
。

　
江
戸
後
期
の
町
奉
行
所
と
い
え
ば
、
大

塩
平
八
郎
で
あ
る
。
天
候

不
順
に
よ
る
不
作
と
飢
饉

に
喘
ぐ
庶
民
を
横
目
に
米

を
買
い
占
め
て
巨
利
を
む

さ
ぼ
る
悪
徳
商
人
と
癒
着

し
た
悪
い
役
人
が
ま
か
り

通
る
ご
政
道
に
抗
議
し
て

挙
兵
し
た
大
塩
平
八
郎
。

彼
は
大
坂
町
奉
行
所
与
力

で
あ
っ
た
。

　
大
塩
と
町
奉
行
の
や
り
取
り
、
大
塩
の

宿
命
の
ラ
イ
バ
ル
と
い
う
べ
き
与
力
内
山

彦
次
郎
の
動
向
。
そ
し
て
、坂
本
鉉
之
助
。

こ
の
人
物
は
大
坂
定
番
で
荻
野
流
の
炮
術

家
で
、大
塩
方
に
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
、

乱
後
、
譜
代
に
取
り
立
て
ら
れ
た
。
坂
本

鉉
之
助
は
坂
本
孫
之
進
の
親
族
で
、
養
子

で
あ
る
。
そ
し
て
坂
本
孫
之
進
は
松
平
定

信
に
そ
の
実
力
を
認
め
ら
れ
、
浅
羽
主
馬

政
庸
と
と
も
に
幕
府
の
砲
術
師
範
と
し
て

召
し
抱
え
ら
れ
た
人
物
で
、
筆
者
が
「
松

平
定
信
の
寛
政
の
改
革
と
手
柄
山
正
繁
」

（『
刀
剣
美
術
』
七
百
六
十
四
号
）
で
も
論

考
し
た
、
ま
さ
に
そ
の
人
で
あ
ろ
う
。

　
ど
う
し
て
こ
の
本
を
読
ん
で
い
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
藪
田
氏
の
こ
の
本
、
実

は
二
〇
一
〇
年
に
中
公
新
書
で
刊
行
さ
れ

て
お
り
、
し
か
も
筆
者
は
「
面
白
そ
う
な

本
だ
な
あ
」
と
思
い
な
が
ら
、
な
ん
と
な

く
ス
ル
ー
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
痛
恨
の

エ
ラ
ー
で
あ
る
。無
論
、読
ん
で
い
な
か
っ

た
故
に
、
藪
田
氏
が
既
に
述
べ
て
い
た
こ

と
を
、
そ
の
ま
ま
知
ら
ず
に
書
い
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
し
、
論
文
発
表
自

体
に
全
く
問
題
は
な
い
。
だ
が
、
藪
田
氏

の
調
査
を
踏
ま
え
て
い
れ
ば
、
坂
本
孫
之

進
に
つ
い
て
別
の
切
り
口
が
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
こ
と
を
思
う
と
、
こ
れ
は
か
な

り
悔
し
い
。

　
筆
者
は
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
ず
、

こ
の
本
の
感
想
を
書
き
、
拙
稿
を
藪
田
氏

に
進
呈
し
た
。「
先
生
の
ご
本
を
も
っ
と

早
く
読
ん
で
お
く
べ
き
だ
っ
た
と
深
く
反

省
し
て
い
ま
す
」
と
書
い
て
。

　
返
事
は
絶
対
来
な
い
￨
そ
う
思
っ
て

い
た
。と
こ
ろ
が
十
日
ほ
ど
後
だ
ろ
う
か
、

お
返
事
を
頂
戴
し
た
の
で
あ
る
！
し
か
も

「
玉
稿
の
考
証
の
緻
密
さ
に
驚
き
、
今
後
、

同
誌
（『
刀
剣
美
術
』
の
こ
と
で
あ
る
）

を
参
考
に
す
る
必
要
性
を
教
え
ら
れ
ま
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
書
か
れ

て
い
る
で
は
な
い
か
！
　
そ
し
て
先
生
も

浅
羽
と
坂
本
の
江
戸
召
喚
に
関
心
を
も
っ

て
調
べ
て
お
り
、
そ
れ
を
同
封
の
『
大
塩

研
究
』
八
十
三
号
（
大
塩
事
件
研
究
会
。

二
〇
二
〇
年
八
月
）
に
書
い
て
お
ら
れ
、

「
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
江
戸
と
大
坂
で
調
べ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
」
と

も
あ
っ
た
。
な
ん
と
謙
虚
で
、
爽
や
か
な

人
だ
ろ
う
！

　
ご
一
読
を
、
再
度
強
く
勧
め
る
次
第
。

（
小
島
つ
と
む
）

■
藪
田
貫
（
や
ぶ
た
・
ゆ
た
か
）
一
九

四
八
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
大
学

院
文
学
部
研
究
科
博
士
課
程
中
退
。
関
西

大
学
名
誉
教
授
。
現
在
、
兵
庫
県
立
歴
史

博
物
館
館
長
。
日
本
近
世
史
専
攻
。
著
書

に
『
国
訴
と
百
姓
一
揆
の
研
究
』『
日
本

近
世
史
の
可
能
性
』『
近
世
大
坂
地
域
の

史
的
研
究
』『
男
女
の
近
世
史
』『
大
阪
遺

産
』
な
ど
。

ブック・レビュー　BOOK REVIEW

知
ら
れ
ざ
る
大
坂
武
士
の
実
像
を
描
く

『
武
士
の
町
大
坂
―「
天
下
の
台
所
」の
武
士
た
ち
―
』

藪
田
貫
著

　定
価
一
〇
〇
〇
円
＋
税

　講
談
社
学
術
文
庫

　
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
太
平
の
世
に

慣
れ
、
士
風
軟
弱
と
な
っ
て
、
剣
道
も

ま
た
形
式
に
流
れ
て
保
守
的
と
な
っ
て

い
っ
た
。
自
己
の
流
儀
の
伝
統
を
温
存

す
る
だ
け
で
、
他
流
と
の
切
磋
琢
磨
の

試
合
も
禁
止
さ
れ
、
形
を
見
事
に
演
武

す
れ
ば
事
足
れ
り
と
す
る
、
云
う
所
の

華
法
剣
術
と
よ
ば
れ
る
時
代
で
あ
っ

た
。そ
の
マ
ン
ネ
リ
か
ら
脱
却
す
べ
く
、

正
徳
年
間
に
直
心
影
流
の
長
沼
家
に

よ
っ
て
面
と
小
手
の
防
具
と
竹
刀
の
改

良
が
工
夫
さ
れ
、
さ
ら
に
五
十
年
後
の

宝
暦
の
頃
、
小
野
派
一
刀
流
か
ら
出
た

中
西
家
で
一
段
の
改
良
と
腹
当
て（
胴
）

が
追
加
さ
れ
て
、
形
剣
術
か
ら
面
小
手

竹
刀
の
撃
剣
の
時
代
に
入
っ
て
い
っ

た
。（
中
略
）

　
こ
の
面
小
手
撃
剣
の
第
一
期
と
も
い

う
べ
き
文
政
か
ら
天
保
期
を
中
心
に
活

躍
し
た
の
が
男
谷
精
一
郎
信
友
で
あ

る
。
剣
道
史
上
、
剣
聖
と
か
、
君
子
の

剣
と
評
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
男
谷
が

名
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、勝
海
舟
の「
追

賛
一
話
」
を
は
じ
め
と
し
て
山
田
次
郎

吉
『
日
本
剣
道
史
』
か
ら
す
べ
て
の
剣

豪
小
説
に
至
る
ま
で
書
き
尽
く
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
種
本
は
高
弟
と
思
わ

れ
る
門
人
の
誰
か
が
書
い
て
残
し
た

『
男
谷
先
生
行
状
録
、
附
平
山
行
蔵
伝
』

と
『
善
行
録
、男
谷
先
生
行
状
の
事
外
』

（
ど
ち
ら
も
、
ほ
ぼ
同
内
容
な
が
ら
記

事
の
量
に
多
少
の
差
が
あ
る
）
と
い
う

匿
名
の
筆
写
本
で
あ
る
。（
以
上
、
前

書
き
よ
り
）

　
本
書
は
、
前
書
を
誰
も
が
読
め
る
よ

う
に
全
文
を
現
代
文
と
し
、
併
せ
て
同

時
代
に
活
躍
し
た
著
名
な
剣
客
に
つ
い

て
も
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。「
男
谷

精
一
郎
と
刀
剣
」
の
一
項
を
設
け
て
い

る
の
も
、
愛
刀
家
の
故
で
あ
ろ
う
。

　
昭
和
十
三
年
、
茨
城
県
古
河
市
生
ま

れ
。
現
在
、
青
山
学
院
大
学
剣
道
部
名

誉
師
範
・
古
河
市
剣
道
連
盟
顧
問
。

　
定
価
一
九
八
〇
円
（
税
込
み
）。
注

文
は
書
店
ま
た
は
青
山
ラ
イ
フ
出
版

（
☎
〇
三-

六
六
八
三-

八
二
五
二
）

ま
で
。

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
刀
剣
の
魅

力
を
全
国
の
販
売
網
に
て
展
開
し
て
い

る（
株
）ク
エ
ス
ト
か
ら「
日
本
刀
究
極

の
美
　
鍛
錬･

研
磨･

拵･

刀
装
具
～
名

刀
の
出
来
る
ま
で
～
」が
発
売
さ
れ
た
。

　
内
容
は
、
匠
の
技
に
見
る
日
本
刀
の

製
作
プ
ロ
セ
ス
を
、
刀
匠
の
鍛
錬
そ
し

て
研
師
・
白
銀
師
・
鞘
師
・
塗
師
・
金

工
・
柄
巻
師
と
い
っ
た
職
方
の
優
れ
た

技
法
で
ま
と
め
た
も
の
。

　
英
語
字
幕
の
表
示
機
能
に
よ
り
、
刀

剣
に
興
味
が
あ
り
、
造
詣
を
深
め
た
い

海
外
顧
客
へ
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
。
ま

た
、
昨
今
の
ブ
ー
ム
で
刀
剣
に
関
心
を

持
つ
若
い
方
や
初
心
者
に
も
、
日
本
刀

が
ど
う
い
っ
た
意
匠
工
程
を
経
て
美
し

く
完
成
し
て
い
く
か
を
わ
か
り
や
す
く

見
て
も
ら
え
る
一
枚
に
な
っ
て
い
る
。

　
定
価
は
税
込
み
五
五
〇
〇
円
。
全
国

の
書
店
、家
電
量
販
店
、Ｃ
Ｄ
シ
ョ
ッ
プ
。
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株
︶ク
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ト
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Ｆ
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卓
絶
し
た
職
方
の
技
法
で
ま
と
め
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
新
発
売

私
の
お
店

前
田
幸
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小
暮  

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

　
こ
の
度
、
私
が
経
営
し
て
い
る
小

さ
な
お
店
の
紹
介
記
事
を
承
り
ま
し

て
、
戸
惑
う
ば
か
り
で
す
。

　
現
在
の
店
舗
は
立
派
な
看
板
、
門

構
え
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
以
前
は

看
板
を
上
げ
、
商
品
を
展
示
し
ま
し

て
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
し
て
お
り
ま

し
た
。
十
年
ほ
ど
前
よ
り
海
外
輸
出

に
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
近
く
の
商
店
街
の
一
角
に
店

舗
を
移
転
し
、
昔
か
ら
来
店
し
て
く

だ
さ
る
お
客
さ
ま
を
お
相
手
に
ひ
っ

そ
り
と
商
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
表
札
の
よ
う
な
小
さ
な
目
立
た
な

い
看
板
と
、
ド
ン
グ
リ
の
木
に
隠
れ

る
よ
う
な
お
店
。
仕
事
帰
り
や
散
歩

の
途
中
に
立
ち
寄
り
、
刀
剣
・
古
式

銃
・
書
籍
を
自
由
に
ご
覧
い
た
だ
き
、

お
客
さ
ま
同
士
の
歓
談
を
楽
し
ま

れ
、
一
日
の
疲
れ
を
癒
や
す
場
に
な

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
も
も

と
も
と
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
し
た
の

で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
場
所
、

隠
れ
家
的
な
気
負
い
の
な
い
空
間
に

憧
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　
も
っ
と
も
、
接
客

し
て
い
る
の
は
主
に

当
店
の
人
気
者
の
ワ

ン
コ
の
ガ
ン
ち
ゃ
ん

で
す
が
…
…
。

　
こ
の
よ
う
に
書
い

て
い
ま
す
と
、
暇
を

持
て
余
し
た
道
楽
の

よ
う
な
商
売
に
見
え

て
し
ま
い
ま
す
が
、

本
業
の
刀
屋
と
し
て

は
、
輸
出
を
重
き
に

置
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
海
外
の
お
客
さ
ま
の
生
活
時
間
に

合
わ
せ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
取
引
を
心

が
け
て
お
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
ワ
ン
コ
も
熟
睡
し
て
い

る
夜
明
け
に
仕
事
を
し
ま
う
の
が
日
常

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
商
習
慣
や
文
化
の
違
い
を
乗
り
越
え

て
の
商
売
は
摩
擦
な
ど
も
あ
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
航
空
貨
物
が
停

止
し
た
時
な
ど
、
多
く
の
お
客
さ
ま
が

キ
ャ
ン
セ
ル
も
せ
ず
文
句
も
言
わ
ず
、

発
送
が
可
能
に
な
る
ま
で
待
っ
て
く
だ

さ
り
、
そ
の
上
に
、
自
国
の
方
が
コ
ロ

ナ
で
酷
い
状
況
な
の
に
、
私
の
心
配
を

し
て
く
だ
さ
り
心
温
ま
る
便
り
を
頂

く
よ
う
な
嬉
し
い
お
付
き
合
い
は
大

切
な
宝
物
で
す
。

　
振
り
返
れ
ば
、
東
南
ア
ジ
ア
で
起

業
し
て
紛
争
地
帯
を
走
り
回
り
、
そ

の
後
帰
国
し
て
会
社
員
。
書
店
も
手

掛
け
現
在
に
至
る
も
、
人
と
の
良
き

出
会
い
に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

■
美
術
刀
剣
前
田
＝
〒
５
７
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出
さ
れ
て
い
た
。

　
近
年
、杉
本
氏
の
活
動
に
魅
入
ら
れ
、

大
い
な
る
期
待
を
持
っ
て
向
か
っ
た
展

覧
会
で
あ
っ
た
が
、
ま
さ
に
期
待
通
り

の
内
容
に
感
動
で
あ
っ
た
。
本
展
覧
会

に
足
を
運
ん
だ
来
場
者
に
は
刀
剣
愛
好

家
も
そ
れ
以
外
の
美
術
愛
好
家
も
多
く

い
た
で
あ
ろ
う
が
、
ど
の
よ
う
な
感
銘

を
受
け
た
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
の
刀
剣

界
の
あ
り
様
に
多
く
の
指
針
を
示
し
た

展
覧
会
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　
な
お
、
会
場
中
盤
に
設
置
さ
れ
た
明

珍
兄
弟
に
よ
る
明
珍
火
箸
（
兵
庫
県
指

定
伝
統
工
芸
品
）
が
光
と
音
の
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
展
開
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
美
し
い
音
色
に
惹
か
れ
て
購

入
し
た
作
品
が
現
在
、
当
店
の
玄
関
に

て
涼
し
い
音
色
を
奏
で
お
客
さ
ま
と
私

の
耳
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
。

（
飯
田
慶
雄
）

玉
鋼
の
涼
や
か
な
音
色
を
奏
で
る
明
珍
火
箸
風
鈴

　
ま
た
し
て
も
、
Ｈ
骨
董
美
術
館
の
鑑

定
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
も
う
全

国
至
る
所
、
ど
こ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
緊
急
事
態
宣
言
な
の
か
、
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
な
の
か
わ
か
ら
な
い

状
態
…
…
。

　
今
回
は
仙
台
二
泊
と
石
巻
一
泊
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
小
生
は
仙
台
に
泊
ま

る
日
の
昼
に
一
関
市
博
物
館
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
東
北
新
幹
線
で
仙
台
か
ら

三
駅
目「
一
関
」で
下
車
し
、
タ
ク
シ
ー

で
二
〇
分
ほ
ど
で
着
き
ま
す
。

　
田
村
家
一
関
藩
は
伊
達
藩
の
支
藩
で

あ
る
と
同
時
に
、
幕
府
の
命
令
に
よ
っ

て
仙
台
藩
か
ら
三
万
石
を
分
知
さ
れ
て

成
立
し
た
藩
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、

将
軍
の
直
臣
と
し
て
扱
わ
れ
た
の
で
、

外
様
大
名
な
が
ら
奥
詰
め
の
将
軍
側
近

と
し
て
仕
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
、
松
の
廊
下
で
刃

傷
事
件
を
起
こ
し
た
赤
穂
藩
主
・
浅
野

長
矩
を
預
か
り
、
江
戸
上
屋
敷
内
で
切

腹
さ
せ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
う
、
東
京
美
術
刀
剣
商
業
協
同
組

合
（
東
刀
会
の
会
場
）
か
ら
も
よ
く
見

え
る
「
切
腹
最も

中な
か

」
を
売
り
出
し
た
新

正
堂
は
、
こ
の
故
事
に
ち
な
ん
で
い
る

の
で
す
。

　
一
関
市
博
物
館
で
は
「
舞
草
刀
と
刀

剣
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
重
要
文
化

財
、
生
ぶ
在
銘
の
舞
草
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
当
館
の
舞
草
や
宝
寿
に
つ

い
て
は
、
冥
賀
先
輩
が
か
つ
て
本
紙
に

素
晴
ら
し
い
リ
ポ
ー
ト
を
書
か
れ
て
い

る
の
で
、そ
ち
ら
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　
ほ
か
に
も
、
一
関
藩
は
蘭
学
に
お
い

て
優
れ
た
人
材
を
輩
出
し
、
中
で
も
大

槻
玄
沢
の
『
解
体
新
書
』
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
藩
政
後
期
に
、

関
流
和
算
が
農
民
中
心
に
浸
透
し
た
そ

う
で
す
が
、
小
生
に
は
難
し
く
て
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
幕
末
に
な
る
と
保
守
反
動

の
傾
向
が
強
ま
り
、
蘭
学
者
は
十
分
な

活
動
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
和
算

も
明
治
維
新
後
の
新
し
い
経
済
体
制
に

お
い
て
は
主
導
権
を
握
れ
な
い
ま
ま
、や

が
て
洋
算
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
い

う
残
念
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
仙
台
に
戻
っ
て
、
夕
食
ま
で
時
間
が

あ
る
の
で
、
二
日
間
と
も
Ｇ
と
い
う
コ

の
字
カ
ウ
ン
タ
ー
の
み
の
古
い
居
酒
屋

に
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
閑
話
休
題
。
仙
台
の
鑑
定
会
場
は
仙

台
城
（
青
葉
城
）
址
の
仙
台
国
際
セ
ン

タ
ー
と
い
う
国
際
会
議
場
で
、
城
内
に

入
っ
て
す
ぐ
の
所
に
あ
り
ま
す
。
二
の

丸
の
跡
地
だ
そ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
三
の
丸
の
跡
地
を
た
ど
っ

て
仙
台
市
博
物
館
へ
。
こ
こ
は
支
倉
常

長
の
慶
長
遣
欧
使
節
に
関
連
す
る
も
の

が
充
実
し
、
ま
た
、
伊
達
政
宗
所
用
の

当
世
五
枚
胴
具
足
も
あ
る
。『
ス
タ
ー

ウ
ォ
ー
ズ
』
の
ダ
ー
ス･

ベ
イ
ダ
ー
の

衣
装
デ
ザ
イ
ン
の
基
に
な
っ
た
の
が
こ

れ
で
、
制
作
用
の
参
考
資
料
を
米
国
に

送
っ
た
の
は
仙
台
市
博
物
館
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　
三
の
丸
跡
か
ら
本
丸
跡
へ
。
有
名
な

仙
台
の
シ
ン
ボ
ル
、
伊
達
政
宗
公
の
騎

馬
像
が
あ
り
ま
す
。『
剣
槍
秘
録
』
を

拝
見
す
る
と
、
仙
台
藩
に
は
名
刀
が
か

な
り
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
現
在
の
伊

達
家
・
仙
台
城
に
は
刀
屋
と
し
て
の
面

白
み
が
い
ま
一
つ
感
じ
ら
れ
な
い
。

　
二
日
目
の
仙
台
鑑
定
も
終
わ
り
、
仙

台
国
際
セ
ン
タ
ー
か
ら
車
で
一
時
間

半
、
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
到
着
。

食
事
を
取
る
べ
く
街
に
繰
り
出
す
と
、

海
沿
い
で
あ
ろ
う
繁
華
街
は
新
築
の
店

ば
か
り
だ
し
、
そ
の
海
の
方
角
に
は
巨

大
な
堤
防
が
あ
る
ば
か
り
で
、「
海
」

は
見
え
な
い
。

　
翌
日
、
朝
食
の
後
、
タ
ク
シ
ー
で
石

ノ
森
萬
画
館
（
石
ノ
森
章
太
郎
の
世
界

が
体
験
で
き
る
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
）
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
昨

日
の
堤
防
の
向
か
い
側
、
北
上
川
河
口

に
浮
か
ぶ
中
瀬
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち

ら
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
一
年

半
の
休
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
帰
り
の
タ
ク
シ
ー
で
通
り
か
か
っ
た

旧
タ
イ
ル
張
り
で
、
丸
窓
・
ア
ー
チ
窓

を
持
つ
三
階
建
て
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

は
、
旧
観
慶
丸
商
店
と
い
う
昭
和
五
年

に
で
き
た
石
巻
初
の
百
貨
店
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
こ
こ
も
大
震
災
に
遭
っ
た
の

に
、
負
け
ず
に
残
っ
た
建
物
で
は
あ
り

ま
す
が
、
も
は
や
石
巻
の
文
化
に
関
す

る
展
示
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
の
時
が
過

ぎ
て
い
る
の
に
、
ま
だ
た
く
さ
ん
の
被

害
の
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
の

映
像
で
し
か
知
ら
な
か
っ
た
小
生
は
、

た
だ
び
っ
く
り
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

　
今
回
、
最
後
は
話
が
ち
ょ
っ
と
ハ
ズ

レ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
被
害
の
大
き

さ
に
あ
ら
た
め
て
驚
か
さ
れ
る
と
と
も

に
、
天
災
は
い
つ
わ
れ
わ
れ
の
所
に
来

て
も
お
か
し
く
な
い
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。

（
持
田
具
宏
）

舞草や宝寿で知られる一関市博物館

　
姫
路
市
立
美
術
館
で
開
催
し
て
い
た

展
覧
会
「
日
本
の
心
象
―
刀
剣
、風
韻
、

そ
し
て
海
景
」
に
お
い
て
新
し
い
日
本

刀
の
表
現
法
を
体
感
し
た
。

　
一
般
財
団
法
人
林
原
美
術
館（
岡
山
）

の
共
催
と
い
う
こ
と
で
、
同
館
所
蔵
の

重
要
文
化
財
、
太
刀
正
恒
、
近
包
、

末
守
、
長
光
な
ど
久
し
ぶ
り
に
拝
見
す

る
名
品
七
点
、
京
都
国
立
博
物
館
協
力

の
下
で
展
示
と
な
っ
た
短
刀
国
行
や

長
曽
祢
虎
徹
入
道
興
里
、
繁
慶
な
ど
各

時
代
の
著
名
刀
匠
の
優
品
が
九
点
、
同

じ
く
刀
剣
博
物
館
か
ら
国
宝
、
太
刀
国

行
を
は
じ
め
五
点
、
そ
し
て
姫
路
市
美

術
館
よ
り
二
一
点
、
個
人
蔵
七
点
の
計

四
九
振
が
揃
っ
た
。

　
国
指
定
品
を
筆
頭
に
各
美
術
館
か
ら

集
結
し
た
優
品
の
数
々
は
、
既
に
多
く

の
方
が
各
展
覧
会
な
ど
で
拝
見
済
み
と

思
わ
れ
る
の
で
割
愛
し
、
そ
れ
以
外
の

気
に
な
っ
た
幾
つ
か
の
作
品
を
抜
粋
す

る
と
―
。
室
町
時
代
の
播
磨
・
美
作
・

備
前
三
カ
国
の
守
護
で
あ
っ
た
赤
松
政

則
、
江
戸
時
代
中
期
の
姫
路
城
主
・
酒

井
忠
恭
、
そ
し
て
そ
の
子
忠
以
ら
が
自

ら
鎚
を
振
る
っ
て
作
刀
し
た
と
言
わ
れ

る
大
変
珍
し
い
所い

わ

謂ゆ
る

「
貴
人
打
ち
」
の

三
振
や
姫
路
ゆ
か
り
の
刀
工
宗
重
、
同

国
出
身
で
後
に
水
戸
光
圀
に
招
聘
さ
れ

た
と
い
う
大
和
守
吉
道
、
池
田
侯
よ
り

左
文
字
に
倣
っ
て
「
右
」
の
字
を
下
賜

さ
れ
た
鈴
木
宗
栄
、
手
柄
山
に
住
し
た

氏
繁
・
正
繁
、
同
国
出
身
で
後
に
大
坂

に
移
住
し
た
ソ
ボ
ロ
助
広
・
忠
綱
、
そ

し
て
表
裏
に
重
厚
な
真
の
倶
利
伽
羅
彫

が
添
え
ら
れ
た
江
州
野
州
郡
玉
造
庄
吉

次
（
鞍
馬
関
吉
次
同
人
）
や
、
赤
松
義

村
が
魚
住
実
安
に
贈
る
た
め
注
文
し
た

次
郎
左
衛
門
尉
勝
光
・
左
京
進
宗
光
合

作
の
脇
指
、
結
び
に
登
場
す
る
当
地
に

て
活
躍
す
る
現
代
刀
工
、
桔
梗
隼
光
、

高
見
國
一
、
明
珍
宗
裕
三
者
に
よ
る
作

品
群
な
ど
は
す
こ
ぶ
る
出
来
が
優
れ
た

名
刀
で
あ
っ
た
。

　
展
示
の
名
刀
に
つ
い
て
詳
述
し
て
み

た
が
、
本
展
覧
会
に
お
け
る
最
大
の
特

徴
と
し
て
筆
者
が
注
目
し
た
の
は
、
ポ

ス
タ
ー
、
写
真
に
あ
る
よ
う
に
、
現
代

美
術
作
家
、
杉
本
博
司
氏
の
現
代
ア
ー

ト
と
日
本
刀
と
を
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
た
新
し
い
形
態
の
展
覧
会
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
写
真
、
彫
刻
、
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
演
劇
、
建
築

等
々
、
多
岐
の
分
野
に
わ
た
り
、
歴
史

と
存
在
の
一
過
性
を
テ
ー
マ
と
し
て
い

る
同
氏
の
「
海
景
」
シ
リ
ー
ズ
の
み
な

ら
ず
、
氏
の
所
蔵
す
る
古
墳
出
土
の
頭か

ぶ

椎つ
ち

大
刀
や
鎌
倉
時
代
の
三
鈷
杵
に
刀
匠

大
野
義
光
作
の
剣
、
仏
師
滝
本
光
国
作

蓮
台
を
合
わ
せ
た
三
鈷
剣
な
ど
は
、
ま

さ
に
悠
久
の
時
の
流
れ
を
一
所
に
凝
縮

し
た
素
晴
ら
し
い
構
成
で
あ
り
唸
ら
せ

る
選
別
で
あ
っ
た
。

　
前
述
し
た
多
く
の
要
素
を
凝
縮
し
て

選
ば
れ
た
作
品
群
で
あ
る
が
、
各
作
品

の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
（
説
明
文
）
は
極
限

ま
で
削
ら
れ
（
と
い
う
か
通
常
わ
れ
わ

れ
が
慣
れ
親
し
ん
だ
展
覧
会
で
見
ら
れ

る
よ
う
な
解
説
は
全
く
な
い
）、
自
然

鑑
賞
者
の
意
識
は
作
品
自
体
に
集
約
さ

れ
、
そ
こ
に
何
を
見
る
か
は
鑑
賞
者
の

美
意
識
に
よ
り
無
限
と
な
る
空
間
が
創

刀
剣
の
新
た
な
魅
力
を
訴
求
す
る
表
現
を
見
て

姫
路
市
立
美
術
館「
日
本
の
心
象
―
刀
剣
、風
韻
、そ
し
て
海
景
」

イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

刀剣の最も古い時代を現出

11

仙
台
出
張
︑つ
い
で
に
一
関・石
巻
へ
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　前
回
は
室
町
期
の
平
高
田
を
中
心
に

述
べ
ま
し
た
が
、
今
回
は
新
刀
期
の
藤

原
高
田
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

◎
藤
原
高
田
と
は

　
藤
原
高
田
と
は
、
桃
山
以
後
の
新
刀

期
に
豊
後
高
田
に
住
し
た
刀
工
お
よ
び

刀
剣
類
を
言
い
ま
す
。

　
古
刀
期
の
「
高
田
住
」
は
一
種
の
ブ

ラ
ン
ド
名
で
、
豊
後
国
の
広
範
囲
で
作

刀
さ
れ
た
も
の
を
含
む
と
説
明
し
ま
し

た
が
、
藤
原
高
田
は
旧
高
田
村
の
地
で

作
刀
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
銘
文
の
中
に
「
豊
州
高
田
住
藤
原

4

4

統

行
」「
藤
原

4

4

統
景
」「
豊
州
高
田
住
大
和

守
藤
原

4

4

忠
行
」
な
ど
「
藤
原
」
を
切
銘

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
よ
う
に

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
に
高
田
で
は
、
平
と
い
う
の
は

古
刀
、藤
原
と
い
う
の
は
新
刀
と
言
い
、

区
別
し
て
い
ま
す
。

　
新
刀
高
田
の
祖
は
統
行
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
文
禄
年
間
か
ら
寛
永
の
初

め
ご
ろ
ま
で
の
約
三
八
年
間
は
、
高
田

鍛
冶
の
空
白
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

実
質
的
に
藤
原
高
田
が
繁
栄
し
た
の

は
、寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
以
降
で
、

寛
文
・
延
宝
～
享
保
・
元
文
ご
ろ
ま
で

の
約
一
〇
〇
年
間
で
す
。

　
な
ぜ
空
白
期
間
が
生
じ
た
か
は
、
次

の
三
つ
の
要
素
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
大
友
氏
の
滅
亡

②
秀
吉
お
よ
び
家
康
に
よ
る
豊
州
地
区

の
分
割
支
配

③
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
の
別
府
湾

の
大
地
震

◎
大
友
氏
の
滅
亡
に
つ
い
て

　
守
護
大
名
大
友
義よ

し

鎮し
げ

（
宗
麟
）
の
最

盛
期
は
豊
後
の
み
な
ら
ず
、
豊
前
・
筑

前
・
筑
後
・
肥
前
・
肥
後
の
六
カ
国
を

領
有
し
、
な
お
日
向
・
伊
予
に
対
し
て

も
威
を
振
る
っ
た
時
代
で
し
た
。
し
か

し
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）、
日
向
で

の
「
耳
川
の
戦
」
で
島
津
氏
に
大
敗
し

た
後
は
、
徐
々
に
勢
力
が
衰
え
始
め
ま

し
た
。
天
正
十
五
年
春
に
は
秀
吉
が
九

州
に
出
兵
し
、
平
定
し
ま
す
。

　
そ
の
年
の
六
月
十
一
日
、
大
友
宗
麟

は
死
去
し
ま
す
。
秀
吉
に
よ
り
大
友
氏

の
領
地
は
宗
麟
の
子
義
統
に
安
堵
さ
れ

ま
す
が
、
義
統
は
秀
吉
の
命
に
よ
り
文

禄
の
役
に
参
戦
、
敵
前
逃
亡
の
罰
に
よ

り
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
五
月
に
改

易
さ
れ
て
し
ま
い
、
大
友
氏
は
滅
亡
し

ま
し
た
。

◎
秀
吉
・
家
康
に
よ
る
分
割
支
配

　
文
禄
三
年
、
今
ま
で
大
友
氏
の
支
配

下
に
あ
っ
た
豊
前
・
豊
後
の
広
大
な
領

地
は
秀
吉
の
命
に
よ
り
細
か
く
分
割
さ

れ
、
さ
ら
に
関
ヶ
原
の
戦
で
勝
利
し
た

家
康
に
よ
っ
て
も
同
様
な
策
が
取
ら
れ

ま
し
た
。
家
康
の
時
の
分
割
状
況
は
左

記
の
通
り
。

　
藩
は
中
津
藩
十
万
石
、
岡
藩
七･

五

万
石
を
筆
頭
に
、
二
万
石
を
中
心
に
八

藩
、
さ
ら
に
領
す
な
わ
ち
飛
地
と
し
て

熊
本
藩
領
二･

三
万
石
、
延
岡
藩
領
そ

れ
に
直
轄
地
を
含
め
て
七
つ
に
細
分
割

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
友
氏
滅
亡
に
よ
り
、
大
友
氏
お
よ

び
大
友
氏
支
配
下
の
武
将
た
ち
の
注
文

に
応
じ
て
作
刀
し
て
い
た
刀
工
た
ち
は

注
文
主
を
失
い
、
他
国
に
移
住
転
出
、

ま
た
は
農
具
鍛
冶
に
転
職
あ
る
い
は
帰

農
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
わ
ず
か
に
豊
後
に
と
ど
ま
り
作
刀
さ

れ
た
刀
の
中
で
、
現
在
、
裏
年
紀
が
あ

り
確
認
さ
れ
た
も
の
は
豊
州
高
田
住
藤

原
統
景
／
文
禄
四
年
二
月
日
の
刀
を
含

め
、
慶
長
五
年
紀
の
行
長
、
慶
長
七
年

紀
の
統
行
の
刀
な
ど
、
七
振
前
後
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。

　
裏
年
紀
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
慶
長
期

の
作
と
思
わ
れ
る
も
の
も
さ
ほ
ど
多
く

は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の
地

刃
の
作
風
は
藤
原
高
田
と
は
異
な
り
、

古
刀
期
の
平
高
田
の
作
風
で
あ
り
ま
す

（
刃
文
①
②
参
照
）。

　
前
述
の
よ
う
に
大
友
氏
一
国
支
配
で

あ
っ
た
豊
州
国
が
、
秀
吉
・
家
康
に
細

分
割
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
時
大
混

乱
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

人
や
物
の
往
来
が
不
自
由
に
な
っ
た
ば

か
り
で
な
く
、
例
え
ば
高
田
鍛
冶
の
中

心
地
で
あ
っ
た
旧
高
田
村
は
、
慶
長
六

年
か
ら
は
加
藤
清
正
の
肥
後
領
で
あ
っ

た
の
が
、
寛
永
九
年
に
細
川
家
に
代

わ
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
混
乱
も
、

豊
後
地
区
か
ら
刀
工
が
い
な
く
な
っ
た

要
因
の
一
つ
で
す
。

◎
別
府
湾
の
大
地
震

　
さ
ら
に
、
慶
長
元
年
に
別
府
湾
内
で

発
生
し
た
大
地
震
は
、
豊
後
地
区
全
体

に
大
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の

時
に
発
生
し
た
大
津
波
は
高
田
地
区
に

も
到
達
し
、
刀
工
た
ち
の
鍛
冶
場
を
全

滅
さ
せ
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
文
禄
か
ら
慶
長
・
元

和
に
か
け
て
の
約
三
〇
年
間
は
豊
後
鍛

冶
に
と
っ
て
は
全
く
不
遇
の
時
代
で

あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
、
い
わ
ゆ
る

空
白
の
時
代
で
あ
っ
た
の
で
す
。

◎
藤
原
高
田
の
時
代

　
そ
の
後
、
寛
永
の
こ
ろ
か
ら
豊
後
地

区
は
全
体
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て

き
ま
し
た
。
　
寛
永
九
年
よ
り
、
高
田

鍛
冶
の
中
心
で
あ
っ
た
旧
高
田
村
を
含

め
、
こ
の
一
帯
を
肥
後
熊
本
藩
の
飛
地

（
二
万
三
千
石
）
と
し
て
細
川
家
が
治

め
、
明
治
期
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　
旧
高
田
村
は
刀
鍛
冶
に
と
っ
て
好
条

件
の
場
所
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

室
町
期
か
ら
続
く
刀
工
た
ち
が
残
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
藤
原
高

田
は
元
禄
・
享
保
ご
ろ
ま
で
大
繁
栄
し

た
の
で
す
。
そ
こ
に
は
当
然
、
細
川
家

の
庇
護
が
あ
り
ま
し
た
。

　
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
ご
ろ
の
手

記
に
鶴
崎
郡
代
（
細
川
家
領
）
に
差
し

出
さ
れ
た
覚
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ

こ
に
は
寛
永
ご
ろ
か
ら
の
こ
と
が
細
か

く
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
こ
と
を
証
明

し
て
い
ま
す
。

　
細
川
家
は
、
高
田
勝
衡
は
じ
め
六
家

に
名
字
帯
刀
を
許
し
、
さ
ら
に
大
和
守

忠
行
に
は
十
人
扶
持
、
輝
行
に
四
人
扶

持
を
与
え
て
士
分
と
し
て
扱
い
、
数
々

の
面
で
庇
護
し
て
い
ま
す
。

◎
藤
原
高
田
の
刀
工

　
次
に
、
藤
原
高
田
の
刀
工
た
ち
に
つ

い
て
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
新
刀
期
の
代
表
的
刀
工
と
言
え
ば
、

国
広
・
虎
徹
・
真
改
・
助
広
・
初
代
忠

吉
等
々
誰
で
も
知
っ
て
い
る「
最
上
作
」

の
刀
工
で
す
が
、
藤
原
高
田
に
は
有
名

刀
工
は
ほ
と
ん
ど
お
り
ま
せ
ん
。『
日

本
刀
工
辞
典
』（
藤
代
義
雄
著
）
で
は
刀

工
の
位
列
を
最
上
作
・
上
々
作
・
上
作
・

中
上
作
・
中
作
の
五
段
階
に
分
け
て
い

ま
す
が
、
藤
原
高
田
の
中
で
最
上
位
が

四
番
目
の
中
上
作
で
、
行
長
・
行
光
・

友
行
（
初
代
）・
統
行
・
実
行
・
本
行
（
松

葉
）
の
六
名
の
み
で
あ
り
、
あ
と
は
五

番
目
の
中
作
が
忠
行
・
尚
行
・
統
景
・

国
行
・
輝
行
・
実
行
（
二
代
）
ら
一
〇

名
程
度
で
、
そ
の
他
は
番
外
で
す
。

　
し
か
し
、
位
列
は
低
い
な
が
ら
も
、

良
業
物
に
行
長
、
業
物
に
は
友
行
・
統

行
・
国
行
が
お
り
、
藤
原
高
田
は
「
折

れ
ず
、
曲
が
ら
ず
、
よ
く
切
れ
る
」
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
話
は
少
々
逸
れ
ま
す
が
、
日
清
・
日

露
の
両
戦
争
に
お
い
て
、
豊
後
刀
は
武

用
刀
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
の
太
平
洋
戦
争
時
に
は
、
軍
刀
の

中
身
と
し
て
豊
後
刀
の
需
要
が
多
く

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
わ
れ
わ
れ
も

時
折
、
軍
刀
の
中
身
に
豊
後
刀
が
入
っ

て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す
が
、
ま
さ
に

そ
の
証
で
あ
り
ま
す
。

　
藤
原
高
田
の
刀
工
群
は
、
地
方
の
鍛

冶
と
し
て
は
肥
前
刀
と
同
様
、
大
い
に

繁
栄
し
た
集
団
で
す
。
当
時
か
ら
武
用

刀
と
し
て
よ
く
切
れ
る
こ
と
が
人
気
と

な
り
、
豊
後
地
区
は
も
ち
ろ
ん
、
九
州

の
各
藩
か
ら
引
き
合
い
が
あ
り
、
さ
ら

に
は
肥
後
領
内
の
鶴
崎
港
か
ら
瀬
戸
内

海
沿
岸
の
各
藩
に
輸
出
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

◎
藤
原
高
田
の
作
風

　
藤
原
高
田
の
作
風
を
部
分
ご
と
に
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

　︿
姿
﹀
各
年
代
に
沿
っ
た
体
配
で
す

が
、
相
対
に
鎬
が
高
く
、
鎬
幅
が
広
め

で
、
棟
も
高
く
、
平
肉
の
付
き
す
ぎ
た

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
鎺
元
で

大
き
く
反
り
、
先
細
り
と
い
う
特
徴

も
あ
り
ま
す
。

　︿
地
鉄
﹀
小
板
目
よ
く
詰
む
も
の

が
多
く
、
鎺
の
上
部
分
に
大
肌
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
鎬
地
は
柾
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
元
禄
以
前
の
作

に
は
ま
ま
映
り
の
立
つ
も
の
が
あ

り
、
こ
の
点
が
肥
前
刀
と
異
な
る
見

所
で
す
。

　︿
刃
文
﹀
小
沸
出
来
の
直
刃
（
④

⑥
参
照
）
が
最
も
多
く
、
湾
れ
に
尖

り
風
の
互
の
目
の
も
の
③
、
湾
れ
に

互
の
目
を
三
つ
ほ
ど
交
え
繰
り
返
す

も
の
⑦
、
小
沸
出
来
の
互
の
目
乱
れ

で
上
総
介
兼
重
風
の
も
の
⑧
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
ま
焼
き
出
し
の
あ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
の

刃
文
も
匂
口
が
帯
状
と
な
る
（
肥
前

刀
に
似
た
）
と
こ
ろ
が
あ
り
、
大
き

な
見
所
で
す
。
し
か
し
、
当
時
流
行

し
た
濤
瀾
刃
や
匂
本
位
の
華
や
か
な

丁
子
刃
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　︿
帽
子
﹀
小
丸
に
返
る
も
の
が
多

く
、
返
り
が
深
く
、
ま
ま
先
が
掃
き

掛
け
、
返
り
の
止
め
の
部
分
が
や
や

劣
り
ま
す
。

　︿
中
心
﹀
鑢
目
は
勝
手
下
が
り
が

多
く
、
中
心
尻
の
棟
方
は
浅
く
、
刃

方
の
方
が
深
い
独
特
の
形
と
な
り

（
⑤
参
照
）、
一
見
片
削
ぎ
風
に
見
え

る
中
心
尻
と
な
り
ま
す
。

◎
無
銘
極
め
の
藤
原
高
田

　
室
町
期
の
平
高
田
や
高
田
極
め
の
刀

剣
類
は
非
常
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、

藤
原
高
田
極
め
の
も
の
は
少
な
い
で

す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
新
刀
期
の
大
磨
上

げ
無
銘
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
生
ぶ
無

銘
の
刀
剣
類
も
あ
ま
り
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
藤
原
高
田
に
極
め
る
場
合
、
一
見
肥

前
刀
の
脇
物
に
見
え
、
前
述
の
藤
原
高

田
の
特
徴
を
兼
ね
備
え
た
刀
剣
類
の
場

合
が
多
い
で
す
。

︿
参
考
文
献
﹀

『
日
本
刀
工
辞
典
新
刀
編
』

『
図
説
豊
後
刀
』

『
室
町
期
か
ら
の
大
分
県
の
刀
』

質
問
箱

回
答
者
◉
冥
賀 

吉
也

第
十
二
回

豊
後
高
田
刀･

そ
の
二

質
問
箱

？
？
？
？
？
？
？？
？？
？？

中原信夫『室町期からの大分県の刀』より転載

藤原高田鍛冶に見るさまざまな刃文

⑧
脇
指

　
豊
後
住
藤
原
輝
行

　
上
総
介
兼
重
ら
に
似
た
互
の
目

⑦
刀

　
豊
後
住
大
和
守
藤
原
忠
行（
天
和
） 

湾
れ
に
互
の
目
乱
を
繰
り
返
す
、帯
状
の
匂
口
が
出
る

⑥
脇
指

　
実
行
輝
行
合
作（
寛
文
） 

肥
前
刀
に
見
え
る
も
、帽
子
の
掃
き
掛
け
、返
り
が
深
い

⑤
典
型
的
な
藤
原
高
田
の
中
心
と
中
心
尻

④
刀

　
実
行（
寛
文
） 

肥
前
刀
に
見
紛
う
出
来
、中
心
尻
が
藤
原
高
田
の
典
型

③
脇
指

　
豊
州
高
田
住
藤
原
義
行（
寛
永
ご
ろ
） 

湾
れ
に
尖
り
風
の
互
の
目
、帯
状
の
匂
口
が
出
る

②
刀

　
藤
原
統
景（
慶
長
ご
ろ
） 

後
の
藤
原
高
田
の
作
風
と
異
な
り
、末
古
刀
然
と
し
て
い
る

①
刀

　
高
田
住
統
行（
慶
長
ご
ろ
） 

作
風
は
新
古
境
ご
ろ
の
も
の
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出
さ
れ
て
い
た
。

　
近
年
、杉
本
氏
の
活
動
に
魅
入
ら
れ
、

大
い
な
る
期
待
を
持
っ
て
向
か
っ
た
展

覧
会
で
あ
っ
た
が
、
ま
さ
に
期
待
通
り

の
内
容
に
感
動
で
あ
っ
た
。
本
展
覧
会

に
足
を
運
ん
だ
来
場
者
に
は
刀
剣
愛
好

家
も
そ
れ
以
外
の
美
術
愛
好
家
も
多
く

い
た
で
あ
ろ
う
が
、
ど
の
よ
う
な
感
銘

を
受
け
た
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
の
刀
剣

界
の
あ
り
様
に
多
く
の
指
針
を
示
し
た

展
覧
会
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　
な
お
、
会
場
中
盤
に
設
置
さ
れ
た
明

珍
兄
弟
に
よ
る
明
珍
火
箸
（
兵
庫
県
指

定
伝
統
工
芸
品
）
が
光
と
音
の
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
展
開
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
美
し
い
音
色
に
惹
か
れ
て
購

入
し
た
作
品
が
現
在
、
当
店
の
玄
関
に

て
涼
し
い
音
色
を
奏
で
お
客
さ
ま
と
私

の
耳
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
。

（
飯
田
慶
雄
）

玉
鋼
の
涼
や
か
な
音
色
を
奏
で
る
明
珍
火
箸
風
鈴

　
ま
た
し
て
も
、
Ｈ
骨
董
美
術
館
の
鑑

定
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
も
う
全

国
至
る
所
、
ど
こ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
緊
急
事
態
宣
言
な
の
か
、
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
な
の
か
わ
か
ら
な
い

状
態
…
…
。

　
今
回
は
仙
台
二
泊
と
石
巻
一
泊
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
小
生
は
仙
台
に
泊
ま

る
日
の
昼
に
一
関
市
博
物
館
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
東
北
新
幹
線
で
仙
台
か
ら

三
駅
目「
一
関
」で
下
車
し
、
タ
ク
シ
ー

で
二
〇
分
ほ
ど
で
着
き
ま
す
。

　
田
村
家
一
関
藩
は
伊
達
藩
の
支
藩
で

あ
る
と
同
時
に
、
幕
府
の
命
令
に
よ
っ

て
仙
台
藩
か
ら
三
万
石
を
分
知
さ
れ
て

成
立
し
た
藩
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、

将
軍
の
直
臣
と
し
て
扱
わ
れ
た
の
で
、

外
様
大
名
な
が
ら
奥
詰
め
の
将
軍
側
近

と
し
て
仕
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
、
松
の
廊
下
で
刃

傷
事
件
を
起
こ
し
た
赤
穂
藩
主
・
浅
野

長
矩
を
預
か
り
、
江
戸
上
屋
敷
内
で
切

腹
さ
せ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
う
、
東
京
美
術
刀
剣
商
業
協
同
組

合
（
東
刀
会
の
会
場
）
か
ら
も
よ
く
見

え
る
「
切
腹
最も

中な
か

」
を
売
り
出
し
た
新

正
堂
は
、
こ
の
故
事
に
ち
な
ん
で
い
る

の
で
す
。

　
一
関
市
博
物
館
で
は
「
舞
草
刀
と
刀

剣
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
重
要
文
化

財
、
生
ぶ
在
銘
の
舞
草
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
当
館
の
舞
草
や
宝
寿
に
つ

い
て
は
、
冥
賀
先
輩
が
か
つ
て
本
紙
に

素
晴
ら
し
い
リ
ポ
ー
ト
を
書
か
れ
て
い

る
の
で
、そ
ち
ら
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　
ほ
か
に
も
、
一
関
藩
は
蘭
学
に
お
い

て
優
れ
た
人
材
を
輩
出
し
、
中
で
も
大

槻
玄
沢
の
『
解
体
新
書
』
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
藩
政
後
期
に
、

関
流
和
算
が
農
民
中
心
に
浸
透
し
た
そ

う
で
す
が
、
小
生
に
は
難
し
く
て
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
幕
末
に
な
る
と
保
守
反
動

の
傾
向
が
強
ま
り
、
蘭
学
者
は
十
分
な

活
動
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
和
算

も
明
治
維
新
後
の
新
し
い
経
済
体
制
に

お
い
て
は
主
導
権
を
握
れ
な
い
ま
ま
、や

が
て
洋
算
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
い

う
残
念
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
仙
台
に
戻
っ
て
、
夕
食
ま
で
時
間
が

あ
る
の
で
、
二
日
間
と
も
Ｇ
と
い
う
コ

の
字
カ
ウ
ン
タ
ー
の
み
の
古
い
居
酒
屋

に
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
閑
話
休
題
。
仙
台
の
鑑
定
会
場
は
仙

台
城
（
青
葉
城
）
址
の
仙
台
国
際
セ
ン

タ
ー
と
い
う
国
際
会
議
場
で
、
城
内
に

入
っ
て
す
ぐ
の
所
に
あ
り
ま
す
。
二
の

丸
の
跡
地
だ
そ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
三
の
丸
の
跡
地
を
た
ど
っ

て
仙
台
市
博
物
館
へ
。
こ
こ
は
支
倉
常

長
の
慶
長
遣
欧
使
節
に
関
連
す
る
も
の

が
充
実
し
、
ま
た
、
伊
達
政
宗
所
用
の

当
世
五
枚
胴
具
足
も
あ
る
。『
ス
タ
ー

ウ
ォ
ー
ズ
』
の
ダ
ー
ス･

ベ
イ
ダ
ー
の

衣
装
デ
ザ
イ
ン
の
基
に
な
っ
た
の
が
こ

れ
で
、
制
作
用
の
参
考
資
料
を
米
国
に

送
っ
た
の
は
仙
台
市
博
物
館
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　
三
の
丸
跡
か
ら
本
丸
跡
へ
。
有
名
な

仙
台
の
シ
ン
ボ
ル
、
伊
達
政
宗
公
の
騎

馬
像
が
あ
り
ま
す
。『
剣
槍
秘
録
』
を

拝
見
す
る
と
、
仙
台
藩
に
は
名
刀
が
か

な
り
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
現
在
の
伊

達
家
・
仙
台
城
に
は
刀
屋
と
し
て
の
面

白
み
が
い
ま
一
つ
感
じ
ら
れ
な
い
。

　
二
日
目
の
仙
台
鑑
定
も
終
わ
り
、
仙

台
国
際
セ
ン
タ
ー
か
ら
車
で
一
時
間

半
、
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
到
着
。

食
事
を
取
る
べ
く
街
に
繰
り
出
す
と
、

海
沿
い
で
あ
ろ
う
繁
華
街
は
新
築
の
店

ば
か
り
だ
し
、
そ
の
海
の
方
角
に
は
巨

大
な
堤
防
が
あ
る
ば
か
り
で
、「
海
」

は
見
え
な
い
。

　
翌
日
、
朝
食
の
後
、
タ
ク
シ
ー
で
石

ノ
森
萬
画
館
（
石
ノ
森
章
太
郎
の
世
界

が
体
験
で
き
る
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
）
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
昨

日
の
堤
防
の
向
か
い
側
、
北
上
川
河
口

に
浮
か
ぶ
中
瀬
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち

ら
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
一
年

半
の
休
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
帰
り
の
タ
ク
シ
ー
で
通
り
か
か
っ
た

旧
タ
イ
ル
張
り
で
、
丸
窓
・
ア
ー
チ
窓

を
持
つ
三
階
建
て
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

は
、
旧
観
慶
丸
商
店
と
い
う
昭
和
五
年

に
で
き
た
石
巻
初
の
百
貨
店
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
こ
こ
も
大
震
災
に
遭
っ
た
の

に
、
負
け
ず
に
残
っ
た
建
物
で
は
あ
り

ま
す
が
、
も
は
や
石
巻
の
文
化
に
関
す

る
展
示
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
の
時
が
過

ぎ
て
い
る
の
に
、
ま
だ
た
く
さ
ん
の
被

害
の
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
の

映
像
で
し
か
知
ら
な
か
っ
た
小
生
は
、

た
だ
び
っ
く
り
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

　
今
回
、
最
後
は
話
が
ち
ょ
っ
と
ハ
ズ

レ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
被
害
の
大
き

さ
に
あ
ら
た
め
て
驚
か
さ
れ
る
と
と
も

に
、
天
災
は
い
つ
わ
れ
わ
れ
の
所
に
来

て
も
お
か
し
く
な
い
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。

（
持
田
具
宏
）

舞草や宝寿で知られる一関市博物館

　
姫
路
市
立
美
術
館
で
開
催
し
て
い
た

展
覧
会
「
日
本
の
心
象
―
刀
剣
、風
韻
、

そ
し
て
海
景
」
に
お
い
て
新
し
い
日
本

刀
の
表
現
法
を
体
感
し
た
。

　
一
般
財
団
法
人
林
原
美
術
館（
岡
山
）

の
共
催
と
い
う
こ
と
で
、
同
館
所
蔵
の

重
要
文
化
財
、
太
刀
正
恒
、
近
包
、

末
守
、
長
光
な
ど
久
し
ぶ
り
に
拝
見
す

る
名
品
七
点
、
京
都
国
立
博
物
館
協
力

の
下
で
展
示
と
な
っ
た
短
刀
国
行
や

長
曽
祢
虎
徹
入
道
興
里
、
繁
慶
な
ど
各

時
代
の
著
名
刀
匠
の
優
品
が
九
点
、
同

じ
く
刀
剣
博
物
館
か
ら
国
宝
、
太
刀
国

行
を
は
じ
め
五
点
、
そ
し
て
姫
路
市
美

術
館
よ
り
二
一
点
、
個
人
蔵
七
点
の
計

四
九
振
が
揃
っ
た
。

　
国
指
定
品
を
筆
頭
に
各
美
術
館
か
ら

集
結
し
た
優
品
の
数
々
は
、
既
に
多
く

の
方
が
各
展
覧
会
な
ど
で
拝
見
済
み
と

思
わ
れ
る
の
で
割
愛
し
、
そ
れ
以
外
の

気
に
な
っ
た
幾
つ
か
の
作
品
を
抜
粋
す

る
と
―
。
室
町
時
代
の
播
磨
・
美
作
・

備
前
三
カ
国
の
守
護
で
あ
っ
た
赤
松
政

則
、
江
戸
時
代
中
期
の
姫
路
城
主
・
酒

井
忠
恭
、
そ
し
て
そ
の
子
忠
以
ら
が
自

ら
鎚
を
振
る
っ
て
作
刀
し
た
と
言
わ
れ

る
大
変
珍
し
い
所い

わ

謂ゆ
る

「
貴
人
打
ち
」
の

三
振
や
姫
路
ゆ
か
り
の
刀
工
宗
重
、
同

国
出
身
で
後
に
水
戸
光
圀
に
招
聘
さ
れ

た
と
い
う
大
和
守
吉
道
、
池
田
侯
よ
り

左
文
字
に
倣
っ
て
「
右
」
の
字
を
下
賜

さ
れ
た
鈴
木
宗
栄
、
手
柄
山
に
住
し
た

氏
繁
・
正
繁
、
同
国
出
身
で
後
に
大
坂

に
移
住
し
た
ソ
ボ
ロ
助
広
・
忠
綱
、
そ

し
て
表
裏
に
重
厚
な
真
の
倶
利
伽
羅
彫

が
添
え
ら
れ
た
江
州
野
州
郡
玉
造
庄
吉

次
（
鞍
馬
関
吉
次
同
人
）
や
、
赤
松
義

村
が
魚
住
実
安
に
贈
る
た
め
注
文
し
た

次
郎
左
衛
門
尉
勝
光
・
左
京
進
宗
光
合

作
の
脇
指
、
結
び
に
登
場
す
る
当
地
に

て
活
躍
す
る
現
代
刀
工
、
桔
梗
隼
光
、

高
見
國
一
、
明
珍
宗
裕
三
者
に
よ
る
作

品
群
な
ど
は
す
こ
ぶ
る
出
来
が
優
れ
た

名
刀
で
あ
っ
た
。

　
展
示
の
名
刀
に
つ
い
て
詳
述
し
て
み

た
が
、
本
展
覧
会
に
お
け
る
最
大
の
特

徴
と
し
て
筆
者
が
注
目
し
た
の
は
、
ポ

ス
タ
ー
、
写
真
に
あ
る
よ
う
に
、
現
代

美
術
作
家
、
杉
本
博
司
氏
の
現
代
ア
ー

ト
と
日
本
刀
と
を
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
た
新
し
い
形
態
の
展
覧
会
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
写
真
、
彫
刻
、
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
演
劇
、
建
築

等
々
、
多
岐
の
分
野
に
わ
た
り
、
歴
史

と
存
在
の
一
過
性
を
テ
ー
マ
と
し
て
い

る
同
氏
の
「
海
景
」
シ
リ
ー
ズ
の
み
な

ら
ず
、
氏
の
所
蔵
す
る
古
墳
出
土
の
頭か

ぶ

椎つ
ち

大
刀
や
鎌
倉
時
代
の
三
鈷
杵
に
刀
匠

大
野
義
光
作
の
剣
、
仏
師
滝
本
光
国
作

蓮
台
を
合
わ
せ
た
三
鈷
剣
な
ど
は
、
ま

さ
に
悠
久
の
時
の
流
れ
を
一
所
に
凝
縮

し
た
素
晴
ら
し
い
構
成
で
あ
り
唸
ら
せ

る
選
別
で
あ
っ
た
。

　
前
述
し
た
多
く
の
要
素
を
凝
縮
し
て

選
ば
れ
た
作
品
群
で
あ
る
が
、
各
作
品

の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
（
説
明
文
）
は
極
限

ま
で
削
ら
れ
（
と
い
う
か
通
常
わ
れ
わ

れ
が
慣
れ
親
し
ん
だ
展
覧
会
で
見
ら
れ

る
よ
う
な
解
説
は
全
く
な
い
）、
自
然

鑑
賞
者
の
意
識
は
作
品
自
体
に
集
約
さ

れ
、
そ
こ
に
何
を
見
る
か
は
鑑
賞
者
の

美
意
識
に
よ
り
無
限
と
な
る
空
間
が
創

刀
剣
の
新
た
な
魅
力
を
訴
求
す
る
表
現
を
見
て

姫
路
市
立
美
術
館「
日
本
の
心
象
―
刀
剣
、風
韻
、そ
し
て
海
景
」

イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

刀剣の最も古い時代を現出

11

仙
台
出
張
︑つ
い
で
に
一
関・石
巻
へ

催 事 情 報

　本協会の主軸たる事業の一つに審査事業が
あり、中でも特別重要刀剣等の指定制度は、
重要刀剣等指定品の中から一段と傑出した出
来映えと保存状態の優れた作品を厳選し指定
するものです。
　それらは我が国の美術工芸史上、資料的・
歴史的価値がきわめて高く、国認定の重要美
術品に相当する、もしくは国指定の重要文化
財に準ずる価値があると判断されるもので、
本協会審査事業の中でも最高位に位置するも
のであります。昭和46年を第１回として、本
年はその指定制度が発足して50年の節目を迎えました。その間、
隔年で厳正なる審査会を実施し、刀剣1143口、刀装59点、刀装具
80点が指定されています。国の指定制度において未指定でありな
がらも、確実に後世へ伝えるべく保存の措置を講じる必要がある
と認められる作品を指定する、国の指定・認定制度を補う大変重
要な審査制度といえるものです。
　この度、指定制度50周年を記念し、第１回から直近の第26回ま
でに指定された作品の中から各時代・各流派の秀抜な作品を取り
揃えました。美術工芸品としての刀剣・刀装・刀装具を通じ、日
本が世界に誇る日本刀文化の粋をあらためて概観するとともに、
当指定制度が半世紀にわたって果たしてきた意義を再認識する
展覧会です。
　研ぎ澄まされた日本刀、ならびに洗練の極みである刀装・刀装
具をどうぞ心ゆくまでご鑑賞ください。
会期：9月25日㈯～12月22日㈬

■刀剣博物館
　〒130-0015�東京都墨田区横網1-12-9　☎03-6284-1000
　https://www.touken.or.jp/museum/

特別重要刀剣等指定制度五十周年記念
「日本刀─珠玉の名品展」
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催 事 情 報
会場によって休館日が異なります。事前に確認の上、お出かけください。
現下の状況で入場制限もありますので、それぞれのホームページをご覧ください。

　刀剣の歴史は古く、神話の中でも多くの場面で使用
されています。例えば、スサノオノミコトが十握剣で
八岐大蛇を退治する話や、ヤマトタケルノミコトが天
叢雲剣によって危機を乗り越えるなど要所において登
場してきました。そのため刀剣類は勇気や武力の象徴
として尊ばれ、信仰の対象として御神体や御神宝とし
て崇められてきました。
　備前刀の聖地である備前国の一宮として篤く敬われ
た吉備津彦神社を例に、信仰における刀剣の役割の一
端について触れていきます。
会期：9月18日㈯～11月14日㈰

■備前長船刀剣博物館
　〒701-4271�岡山県瀬戸内市長船町長船966　☎0869-66-7767
　https://www.city.setouchi.lg.jp/site/token/

特別展「吉備津彦神社と御神刀─桃太郎伝説を伝える備前国一宮の御神宝─」

　鉄の最高傑作と呼ばれ、日本のものづくりの始まり
とも言われる刀剣は、武器としてだけではなく、神霊
の宿るものでもあるとされ、当宮では源頼朝創建以降、
武士の信仰を集めた証として多数の刀剣が奉納されて
いる。本展覧会は国宝である「沃懸地杏葉螺鈿太刀」、
太刀「正恒」や重要文化財である明治天皇奉納の太刀「国
吉」、北条氏綱奉納の太刀三口など、鶴岡八幡宮に伝わ
る鎌倉殿ゆかりの名刀を半世紀ぶりに公開する。また
名刀に並ぶ時の武将ゆかりの品なども展示（展示替え
あり）。国宝６点、重要文化財12点を含む65点の神宝類
が800年の歴史に宿る武士の信仰を物語る。
会期：9月1日㈬～12月5日㈰

■鎌倉文華館 鶴岡ミュージアム
　〒248-0005�神奈川県鎌倉市雪ノ下2-1-53　☎0467-55-9030
　https://tsurugaokamuseum.jp/

特別展「鶴岡八幡宮の名刀─歴史に宿る武士の信仰─」

　わが国では、刀工の優れた工芸技術と武家の
美意識を背景として、古代、中世以降、さまざ
まな名刀が生み出されてきました。近年、日本
美術に対する関心が高まる中で、特に刀剣は注
目を集める分野と言えましょう。
　サントリー美術館は、1961年の開館以来「生
活の中の美」を基本理念として活動を重ね、本
年秋に60周年を迎えます。日本の絵画工芸を見ると、大名家の姫君の婚礼調
度から民衆が使用した日常の飲食器、文房具に至るまで、身分階層を問わず、
それぞれの暮らしの中で洗練された機能と美しさが息づいています。当館が
開催してきた展覧会においても、歴史に名を連ねる武将に関連する美術や史
料を多数展示してきましたが、刀剣や甲冑武具こそは、言うまでもなく武家
の人生や暮らしにおいて大切にされた根幹を成すものであったと言えます。
　この展覧会では、京都や近畿を中心に、由緒正しい神社や崇敬を集めてき
た寺院に奉納され、伝来した貴重な刀剣を一堂に集め展示します。それぞれ
の刀剣には、所持した武将とその英雄譚、鍛え上げた刀工、守り伝えた人々
などについて、さまさまな伝承が大切に受け継がれてきました。
　サントリー美術館が所蔵する狩野元信筆「酒伝童子絵巻」においては、武
勇で名高い源頼光が率いる渡辺綱などの四天王が活躍します。今回の展示で
は、これらの刀剣にまつわる伝説についても、絵画や史料も加えてその意義
を深く掘り下げます。さらに、臨場感あふれる主要な合戦絵巻や屛風によっ
て戦に赴く武家のいでたちをご覧いただくとともに、調馬や武術の鍛錬など、
日々の暮らしぶりなどにも着目し、武家風俗を描く絵画や史料を展示します。
　この展覧会が、古代から中世、近世と続く我が国の歴史において、多くの
人々を魅了してきた刀剣文化の奥深さや、武家の心に培われた凛々しい美意
識を振り返る機会となれば幸いです。
会期：9月15日㈬～10月31日㈰

■サントリー美術館
　〒107-8643�東京都港区赤坂9-7-4　東京ミッドタウン　ガレリア3階
　☎03-3479-8600　https://www.suntory.co.jp/sma/

刀剣 もののふの心

　令和４年、元和８年（1622）に酒井家が庄内に入部
して400年を迎えます。本展は、その節目に記念事業に
先立ち開催するプレ企画展です。
　旧藩主酒井家はじめ、旧庄内藩士の家に伝来する武
具や掛け軸、茶道具類を出品し、当地の武家文化を紹
介します。また本年は戊辰戦争後に庄内藩士が刀を鍬に持ち替えて松ヶ岡を
開墾してから150年の記念年に当たることから、松ヶ岡開墾場に伝わる品の
特別出品も行います。
　会期中は、文化庁の「ARTS�for�the�future!（コロナ禍を乗り越えるための
文化芸術活動の充実支援事業）」の採択を受けて、「刀剣乱舞-ONLINE-」との
コラボや黒川能上演、土曜講座、およびギャラリートーク等の実施を予定し
ています。
会期：9月3日㈮～10月19日㈫

■致道博物館
　〒997-0036�山形県鶴岡市家中新町10-18
　☎0235-22-1199　https://www.chido.jp/

藩主の宝、藩士の宝

印刷／株式会社キタジマ

　工芸の世界においては古作を写す、いわ
ゆる写し物を作ることは古くから行われて
います。それは、単にレプリカ（複製品）
を作るということではなく、写すことで時
代を超えた先人の技や作風を学び、学んだ
ものを自作に還元して、自身の作域を広げ、
オリジナリティーに奥行きを加えていくことに通じます。
　現代の刀工もまた古作に学び、技術を、作風を深化させてきました。今展
では、隅谷正峯（1921-98）、天田昭次（1927-2013）両人間国宝をはじめと
する現代刀工が作った古作の写しと、各刀工の個性が光る作品を併せて展覧
します。
会期：8月6日㈮～9月26日㈰

■星と森の詩美術館
　〒948-0101�新潟県十日町市稲葉1099-1　☎025-752-7202
　http://www.hoshi-uta-m.jp/

古作を「写す」

天田昭次作　国宝七星剣写し

　公益財団法人日本刀文化振興協会では、現在活躍中の現代刀作家作品に対
し「新作日本刀証明証」（以下「証明証」と表記）を発行しています（対象
作品：太刀・刀・脇指・短刀）。この証明証には、海外の刀剣ファンのため
に英語表記が加えてあります。
　戦後、現代刀は刀職者のたゆまぬ努力により技術や美術性が着実に向上し、
これまで刀匠の重要無形文化財保持者が６名にもなり、現在は、またさらに
魅力的な作品を製作しています。そのような時代背景から、特に現代刀作家
作品は確実に正真であることを証明するものでなくてはなりません。その意
味でも、この証明証が今後ますます現代刀の貴重な資料となってまいります。
　現代刀を愛好される皆さま、刀剣商の皆さま、また刀職者の皆さまにとり
まして、信頼性と価値を高める基準となる『新作日本刀証明証』を活用して
いただければ幸甚に存じます。
★証明証発行までの具体的な流れ
①�証明証発行を希望する方（既に現代刀を所有されている方、現代刀作家ご
自身など）は、一度、当協会にお問い合わせください。その都度、受付日程・
受付場所等をご案内します。その上で、お刀をお預かりし、作品の各種測
定を実施し、そのデータを基に当協会より「新作日本刀証明証」を発行し
ます。登録後、「新作日本刀証明証」は専用ケースにお入れしてお渡しし
ます。※証明証発行料：１振につき３万円（＋消費税）
②現代作家の皆さまへの確認作業は当協会が行います。
　�　既に実績のある作家については、比較的に短期でご回答できます。なお、
ホームページにお名前の記載を希望しない作家（刀匠）の方もいらっしゃ
いますので、証明証の発行が可能かどうか不明の際は当協会にお問い合わ
せください。こちらで確認します。
③�将来、照会が必要な場合もお問い合わせください。新規発行と同様の現物
データを撮り、証明証に記載以外の詳細データをもって確認の上、回答し
ます。※照会料：１振につき２万円（＋消費税）

★「新作日本刀証明証」を発行する意義
①刀剣商の皆さまにとって
　�　「新作日本刀証明証」を付けて販売するこ
とにより、その刀への信頼性が確定します。
また売買の際も海外および国内の偽物と、
はっきりと一線を画すことができて、最も重
要な刀剣商の皆さまの信用を落とすことなく
お客さまとのお取引ができるのではないで
しょうか。
②愛刀家の皆さまにとって
　�　現代刀を持つ上で非常に重要になるのが、
その刀が真正なものか否か。決して安価では
ない刀に対して“偽物でない本物”である証
明証があるということは、今後、その刀を持
ち続ける上でも、あるいはほかへの譲渡を考
える上でも非常に重要です。そうでなくとも本物を所有する喜びと安心感
は、愛刀家にとって大切な点ないのではないでしょうか。
③作家（刀工）の皆さまにとって
　�　精魂込めてご自身で作られた作品が、公益財団法人に記録として残るこ
とになりますので、ご自身の手から離れた作品であっても後世にきちんと
伝えていくことができます。古刀をはじめ数百年にわたって現存している
日本刀の歴史を考えますと、今から記録を残していくことは公益財団法人
として大変意義深いことだと考えています。また、残念なことであります
が、昨今の国内国外を問わず流通し出しています偽物対策としても大いに
力を発揮し、ご自身の信用を落とすことなく安心して活動を続けることが
できるのではないでしょうか。

【問い合わせ先】�公益財団法人日本刀文化振興協会�事務局
〒 115-0044�東京都北区赤羽南 2-4-7　鷹匠ハイツ 301 号
☎ 03-5249-4440　E-mail：tbk@nbsk-jp.org

「新作日本刀証明証」の発行について

新作日本刀証明証（見本）


